シルクロードの遺跡 by 山田 勝久 & Katsuhisa YAMADA
51 
 
シルクロードの遺跡  
 
山 田 勝 久 
                  
 
クチャ（古代・亀茲国）アアイ（阿艾）石窟の壁画について 
 
 アアイ石窟はクチャから遠く離れた深山幽谷にある。雨が降れば瞬く間にぬかるむ道はうね
り、河川の浸食で形作られた土の壁が両側から迫る。なぜこのような厳しい場所に仏教石窟が造営
されたかといえば、その理由はただ一つ、天山を越えて亀茲に侵入しようとする遊牧騎馬民族の西
突厥を、その入り口で撃破しようとして辺境防衛にあたる、アアイ古城の士卒や工匠たちの礼拝窟
であったことによる。 
この石窟は唐代中期に開鑿されたほぼ方形の石窟で、正面と左右に美しい壁画が描かれ、中央
の壇には一体の仏像が安置されていた。壁画は非常に丹念に制作され、その内容は仏・菩薩・千仏・
経変などで、絵画の特色と傾向性から、唐の中原文化とクチャの伝統文化とが融合して、独自の仏
教美術を具現したものといえる。 
アアイ石窟は、紅色砂岩に開鑿されており、窟の入り口の横幅は約3.5メートル、奥行きは4.6メ
ートル、高さは3.5メートル、面積は約16平方メートルである。石窟の方向は、南から37度東へ向
いている。天井はアーチ型で、天井（券頂）真中から端までの落差は80センチ、正面の壁の高さは
約2.5メートル、両側の壁の高さは1.7メートルである。正面に安置されていた仏像は今は失われ、
方形の台座のみが残存、その幅は約２メートル、長さは約2.5メートル、高さは約45センチである。 
石室は、断崖の中腹に鋭利な道具で穴を開け、最初に荒土を塗り、その上に葦草・羊毛・麻絮
などを細かく切りきざんで混ぜ、その草泥皮の上に白土が塗ってある。白土の上に画工が下絵を作
ったのち着色しており、これは中国の伝統的な石窟画制作の技法である。しかし、天山の峡谷に吹
き流れる強風のため、石窟の壁画の下部の多くは破壊され、金箔は盗人に削り取られている。 
アアイ石窟は、1999年５月、薬草の採取のために、天山山脈の奥地に入った24歳の２人のウィ
グル族の牧人、アブレティとトルビーによって発見された。トルビーはその後、交通事故により急
死している。 
その年の10月19日、新疆ウィグル自治区文物管理局、新疆亀茲石窟研究所を中心とする調査団
が結成され、学術研究の第一歩が実施された。調査の結果、新疆の石窟群の中でも、きわめて保存
状態がよいことが分かった。アアイ石窟と名づけられ、石窟は北庭西大寺の壁画と同じく、長安や
洛陽の盛唐文化が遠く天山南麓に伝わったことを示している。 
洞窟はクチャ県城北方約60キロ、ウィグル語でキジルャー、「紅い山」と呼んでいるクズリア大
峡谷の中に造営されていた。ここは幾万年に及ぶ風雨剥飾、山洪冲刷を経てできた峡谷で、クムロ
グエ渓谷の奥深い岸壁の西側に開鑿されていた。山と山の幅の広いところは53メートル、狭いとこ
52 
 
ろは4、50センチしかなく、やっと１人通れるかどうかの幅である。 
この渓谷の水は、窟から２キロほど離れたクチャ川の上流の銅歴川、すなわち『水経』でいう
ところの「東川水」に流れ注いでいる。その銅歴川の西岸の台地には、唐代に造営されたアアイ古
城がある。位置は北緯42度８分、東経83度６分、高度約1650メートルである。古城は東西124メー
トル、南北24メートル、壁の幅は約８メートル、その高さは６から８メートル、城壁の東西南北に
は楼閣の遺址もある。 
亀茲は西域経営の一大拠点であり、唐と亀茲の混成軍で防備に当っていた。唐と西域のオアシ
スは、交易を通じて利害を一にしており、同じ仏教徒として外敵に立ち向かったのである。今日、
城内からは泥塑の残片や石雕の仏像、また水瓶や椀や皿などが発見されている。西突厥等の侵入を
防ぐための一大軍事拠点だっただけに、弓剪も大量に散乱しており、城壁は人知ることなき天山の
奥地であったが故に、往時の繁栄を今によくとどめている。 
アアイ石窟の正確な場所は、北緯42度７分、東経83度５分、海抜は約1560メートルである。そ
こは現在の新疆ウィグル自治区クチャ県のアグ郷イディク村、人口3000人余の羊や馬や牛を主た
る牧畜とし、若干の農耕を営む農村であった。 
成立年代は８世紀である。23カ所に及ぶ漢文の題記が、盛唐時期の書法、風格と一致している
こと、さらに正壁の結跏跌坐した仏と、莫高窟217窟北壁の唐代に描かれた仏との類似を指摘した
い。壁画中の仏が手に持つグラス杯はペルシャ産であり、敦煌の莫高窟の壁画に描かれたペルシャ
産のカットグラスと類似している。その他、壁画中の人物像の多くは、唐代の中原の画法の特徴を
よくとらえ、豊満で穏やかな顔立ちは、中国人物画法の成熟時期と重なっている。漢文題記の一つ、
「文殊師利菩薩似光蘭為合家大小敬造」の書体を見てみよう。 
これは、唐代の著名な書家である歐陽詢や柳公権の書体をふまえたもので、壁画の題字の書写
には、相当の高水準の筆致が要求されるところから、書に巧みな人物が書写したと思われる。榜題
には、裴・白・寇・李・梁・趙・申・傅・彭の九姓の標記があり、「白」は古代亀茲国の王姓であ
り、「裴」は疏勒の大部族の姓である。これら亀茲に住む貴顕やアアイ古城の住民等は、その経済
的規模に比例して石窟造営にかかわったのである。漢人と少数民族とが共同して供養した題記も
あり、このことはクチャでは多民族が共生し、相当に通婚も進んでいたことを証明している。 
亀茲国には、キジル・クムトラ・クズルガハ・シムシムなどの仏教拠点が構築され、仏塔や大
伽藍の中に極彩美の壁画が描かれた。その赤みがかった灰色（藕色）と群青色を主とする色彩を見
て、玄奘は『大唐西域記』で「仏教の荘厳は人工を越ゆ……伽藍百余、僧徒五千」と記し、驚嘆の
思いを綴っている。その内部を紹介すれば、まず正壁はアアイ石窟壁画16平方メートル中の主要な
部分を占めている。中央に結跏趺坐した無量寿仏を蓮華台座上に描き、左に法華経観世音菩薩普門
品第25で説かれるところの、「怖畏急難の中」にいる一切衆生を救済することを説いた観世音菩薩
を配している。右には、８万人の菩薩の一人として霊山会に列した、大勢至菩薩を脇侍として配し
ている。左下には阿闍世王の母、韋提希夫人を表情豊かに宝閣の前に描いている。 
全体として、一人ひとりの菩薩の表情も西域住民に似て、鼻が高く個性的で躍動感にあふれて
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いる。仏の周辺には21体の飛天を配置し、池塘・琵琶・筝・鼓鶴・蓮華・式亭・廊・楼閣を描き、
建築物の壁や扉にも飾り図としての植物が美しく点描されている。右下では閣台亭の太鼓を打つ
音を聞き、左下の欄干では白鶴がその妙音を聴き入っているようすを静と動でみごとに描いてい
る。また、みどり豊かな花弁を八葉配しており、芯の中の種子を示す３点の白色などは実に美しく
精緻で、光背も大きくくまどり、中を緑色と群青色で染めている。この画法はキジル千仏洞第80窟
の伎楽菩薩や、第14窟の仏説法図の光背と類似している。 
次に左側の壁画を見るに、５体の仏菩薩が立像として描かれているが、自然破壊によって下部
の剥落がはげしいのが残念である。まず入り口から奥に順番に見てみると、薬師経で説かれる薬師
瑠璃光如来が、左手にペルシャ伝来の透明なガラス鉢を持ち、右手で比丘十八物の一つである錫杖
を執って描かれている。東方浄琉璃世界の教主で、一切衆生の病根を治そうとして12の大願を発し
た仏である。中国では天台智顗が薬王の再誕、本地薬王菩薩とされていることもあって、南朝の時
代に中原に伝えられ、民間の仏教信仰に大きな影響を与えている。 
この像の右の袈裟の地色は茶褐色であるが、左の衣は濃淡の緑色であり、左右を異なる色彩で
描く画風は清晰、風格は独特である。条は紫褐色地で、その条の文様に特色がある。莫高窟に同様
の菩薩が何点か見られるが、中でも右手に柳枝を持ち左手に水瓶を持っている第276窟の迦葉の袈
裟の文様とよく似ている。また、第107窟の３人の仏弟子の袈裟などは、条だけでなく色彩もよく
似ている。 
３番目は、釈迦の９代前の本師とされる文殊師利菩薩である。文殊については法華経、華厳経、
諸仏要集経、阿闍世王経、心地観経、首楞厳三昧経、大宝積経などに登場する。それによれば、文
殊はインドの舎衛国のバラモンの子として生まれたが、後に出家して普賢と共に智慧第一の菩薩
として、多くの衆生を教化したと説かれている。中国では東晋後期に文殊信仰が盛んとなり、五台
山は文殊の聖地とされた。 
アアイ石窟の文殊菩薩は宝冠をつけ、首に二連の宝珠をかけ、両手に釧をかけ右手に蓮華を持っ
ている。とくに注目されるのは宝冠の華麗さで、莫高窟などにも、絢爛豪華な冠をつけた菩薩の壁
画が多く見られるが、アアイ石窟の壁画は決してそれに見劣りするものではない。なお、トルファ
ンの吐峪沟石窟寺から出土した唐代の絹画の菩薩の宝冠と、アアイ石窟の日月をかたどった宝冠
とは共通点が多く見られる。 
次に並んでいるのは華厳経、梵網経、観普賢菩薩行法経等で説かれる盧舎那仏、すなわち新訳
の昆盧舎那仏である。梵網経盧舎那仏説菩薩心地戒品十巻上に「我已に百阿僧祇劫に心地を修行
し、之を以て因と為し、初めて凡夫を捨てて等正覚を成じ、号して盧舎那と為す。蓮花台蔵世界海
に住す」とある。この盧舎那仏の信仰は、五胡十六国の後期に華北に流行し、唐の則天武后の時代
に大いに信奉された。 
アアイ石窟の盧舎那仏は、左肩に仏典で説く「此の妙響の音を聞き、尽く当に此に雲集すべし」
としての梵鐘、右肩に鼓、その下に一仏四菩薩を描いている。さらにその下に須弥山を描き、山の
下に四蛇を、その下に走馬を描き、左に月、右に太陽を描いている。また、首の三道をはっきりと
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描き、左の腕に手先の方から白
象、阿修羅、天人を描き、左手
は施無畏、右足に甲冑をつけた
武士、左足に男女１人ずつ供養
人を描いている。腰には銙帯を
巻き、前中央に一条の腰佩が垂
れ下がっている。髪は螺髪で頂
に肉髺があり、青眼の瞳は紺青
で青蓮華のつぼみのようであ
る。全世界の衆生の声を聞くが
如き大きく長い耳朶には、耳朶
環はついていないものの、表情
は威厳と静穏を兼備している。 
このように衣に宇宙表現の図像を描くという発想は、莫高窟428窟の盧舎那仏と相通ずるところ
があり、とくに、アアイ石窟も莫高窟も、共に盧舎那仏として地獄・餓鬼・畜生・修羅・人・天の
六道を衣に描いていることは注目される。なお、左壁に描写されている千仏はすべて美しい袈裟を
つけて蓮華座上に描かれ、その袈裟の色は茶を主とするものと、白に近い薄墨色を主とするものを
交互に配置している。今日、千仏は仏菩薩の頭上に９列134体残っており、盧舎那仏の右手の部分
に⒑体、薬師琉璃光仏の右手のところに８体ある。 
次に右壁であるが、内からみれば菩薩、観世音菩薩、半伽座仏の３体である。まず観世音菩薩
は、法華経観世音菩薩普門品第二十五に「若し是の観世音菩薩の名を持つこと有らん者は、設い大
火に入るとも火も焼くこと能わじ、是の菩薩の威神力に由るが故に。若し大水に漂わされんに、其
の名号を称せば、即ち浅き処を得ん」とある。すなわち法華経は一切衆生を救済することを説いた
最重要の経典として、中国では西晋に伝来し、南北朝から唐朝に至り盛行、莫高窟や龍門石窟など
中国各地に現われる。 
アアイ石窟の観音は楊枝観音で、左手に柳の枝を持ち、右手に蓮花と浄瓶を持っている。頭に
宝冠をいただき、左右の手腕に２連の環釧をつけ、きらびやかな首飾りをつけている。曲線美をも
って描いた腰のくねりは、艶麗さを出し、辺境守備の兵士に、幻想的で甘美なノスタルジアを連想
させたことだろう。故郷に残してきた妻への恋慕の情で胸をかきむしられることもあったに違い
ない。 
１番手前の座仏は半伽であり、３重の光背がひときわ色鮮やかに表現され、額のすぐ上の頭髪
は平行である。これは右足の平行さとあいまって、画中に安定観を与えている。残念なことは、３
体とも顔が全く見えないほど鋭利な刃物で傷つけられていることである。いつの時代、誰が破壊し
たかは定かではない。 
石窟の左右両壁の仏菩薩像の中に、漢文榜題が23カ所あり、西域の数多くの石窟の中にあって、
アアイ石窟の壁画 
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その多さは群を抜いている。これは唐代において中原に花開いた大乗仏教の文化が西還した証左
である。アアイ石窟内のまず左壁であるが、外から中にかけて順番に見ていけば次の如くとなる。 
「清信仏弟子行官楊○○五月十五日○拝記」の18字。 
「文殊師利菩薩似光蘭為合家大小敬造」の16字。 
「清信仏弟子寇庭俊敬造盧舎那仏」の14字。 
「清信仏弟子寇庭俊敬造薬師琉璃光仏」の16字。 
 
漢文題記には供養者の氏名と、信奉する対象としての仏が明記してある。地元の熱心な仏教徒
で経済力のある者は、自らの来世の幸福と現世における功徳を求め、壁画を描き仏像を安置した。
なお23カ所以外にも、漢文の供養題記を随所に見ることができるが、残念ながら皆破壊されて解読
不可能である。以下、読めるもののみ記せば、次の如くである。 
 
「清信○○○○○」・「裴心喉○○」・「傅○○○○仏供養」・「彭○敬造七仏供養」・「梁信敬造十方一心供養」・ 
「寇俊男善愛造七仏供養」・「女弟敬造七仏一心供養」・「趙王○○造上七仏供養」・「寇俊男善愛七 
仏供養」・「妻白二娘造七仏一心供養」・「○○○造千仏一心供養」・「申令光敬造十方仏供養」・「李光 
暉造十方一心供養」 
 
この中に７回出てくる「七仏」とは、阿含経に説かれる過去世の七仏のことである。すなわち、
毘波尸仏、尸棄仏、毘舎浮仏、拘留孫仏、倶舎含牟尼仏、迦葉仏、釈迦牟尼仏をいう。また、３回
出てくる「十方仏」については、「十方の諸仏」の意なら、法華経、華厳経、観虚空蔵菩薩経など
に説かれている、十方の仏土に住する諸仏のことである。また「十方の仏」なら、全宇宙のあらゆ
る仏をさす。ここでは「七仏」に対応する仏とみて、十住毘婆沙論等で説かれる東方善徳仏から下
方明徳仏までの10種の仏をさすと思われる。 
こうした七仏とか十方仏といった多様な仏教観は、とりもなおさず仏教の寛容性を示すものと
いえる。敦煌などでは、仏教の興隆時期と平行して、公然と一部の住民にゾロアスター教やマニ教
も信仰されていたことが、唐末の文学作品「敦煌二十詠」の中の「安城祅詠」に詠まれている。４
世紀から８世紀、西域で仏教が盛行した時、支配者はもちろん住民の８割までが仏の教えを信奉し
たが、それでも仏教を信仰するかしないかは、地域住民の一人ひとりの自主的判断にまかされていた。 
アアイ石窟には窟の西側、すなわち左壁の盧舎那仏の右下に、トカラ文が１０行ある。白泥灰
の上に鋭利な器物によって直接に刻んだものである。この文字が記述されていることによって、
漢文の題記の中に少数民族の供養人が記され、さらに現地人の言語も刻字されていることにな
る。アアイ石窟は751年、現在のカザフスタンのタラス川での唐軍の敗戦以後、長い時間を経ず
して８世紀末には廃棄された。クチャは９世紀後半ウィグル族の勢力下に入り、次いでカラハン
王朝の支配下に入った。11世紀の中頃からトルコ化・イスラム化が進み、クチャ住民は仏教から
イスラムに改宗、13世紀から17世紀まで、チャガタイ＝カン国に属した。1680年頃、ジュンガル
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王国の征服するところとなり、1759年、清国の領土となった。中華民国からはクチャ県となり、現
在の中華人民共和国に引き継がれている。 
 
 
 
トルファンの雅尓
ヤ ー ル
湖千仏洞 
 
交河故城から雅尓湖千仏洞までは、北西に 1650 メートル離れており、途中の河床の幅は約 20
メートルから 30 メートルほどである。河辺から千仏洞までは約 85 メートルあり、地上から洞窟
までは約 15 メートル、丘陵の頂上から洞窟までは約４、５メートルである。窟の入口のすぐ上部
には、昔は堅固な日除けがあったらしく、柱をつきさした大きな四角い孔が６個、丸い孔が７個あ
いている。さらにそのすぐ上には小さい孔が平行に 82 個あいており、創建当時は精緻
せ い ち
な庇
ひさし
が整
然と建ち並んでいたことが分かる。 
 雅尓湖千仏洞の、東西の長さは約 65 メートルあり、現存する窟は７窟で壁画の総面積は約 160
平方メートルである。窟の前に長さ約 50 メートル、幅約５メートルの長方形の平台があり、そこ
から河谷に通ずる階段になっている道が正面右、すなわち西端にあり、今もなお、階段の通路が地
上へと連絡し利用されている。 
 １番西側、すなわち第１号窟は、雅尓湖千仏洞の中にあって、唯ひとつ側室を有する窟である。
従券頂と呼ばれる主室と東西にのびる側室は、ほぼ同じくらいの面積である。長方形の主室の奥ゆ
きは約５メートル、幅は約３メートル、高さは３メートル余である。主室の奥の左には、２号窟に
通ずる門口があるが、既に一部分が崩れている。 
西壁の奥の右にある孔は、横券頂である側室に通じており、中に入ってみたところ、長さは６
メートル余、幅も高さも約４メートル、ほとんど毀損
き そ ん
して壁画はなくなっていた。持ち去られた
か破壊されたかは不明であるが、壁の上に草泥が１層塗り立てられており、その上に石灰が塗り
クチャの北方の天山山脈の南麓に築かれたアゲ故城の城内。 
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つけてあった。  
主室の後壁には、一条の赤い枠線と大きな赤色の漢文題記の跡があるが、「形」・「正」・「被」とい
った文字がやっと読める以外はほとんど消滅していた。同じように、左壁にも地上から１メートル
余ほどの高さのところに、赤色のウィグル文の題記があったが、これもほとんど消えており文字を
判読することはできない。側室の東壁よりうかがえる３層の草泥により、この窟が何回か修復され
ていることが分かる。なお、窟内は長期間に及んで火を使用したらしく、はっきりと赤黒い煙跡
えんせき
が
見られる。 
ロシア革命の時に逃亡してきた兵士によるものか、それとも現地の牧人の、炊飯の火煙によるもの
かは不明である。 
 第２号窟は、北東に横たわる長方形の従券頂と呼ばれる窟で、長さが約５メートル、幅が 3.5 
 
 
メートル、高さが約４メートルある。北壁の窟門がやや東に向いており、その西側には物を置く
１つの小さな室が鑿
うが
たれている。窟内に壁画はなく、壁には草泥を塗りつけた後、石灰を塗りい
4世紀から12世紀にかけて造営されたトルファンのヤール湖千仏洞 
高昌故城からヤール湖千仏洞に向かう途中、左側の河川の対岸に、４世紀から５世紀に造営され
た勝金口千仏洞があった。
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つでも絵が画けるようになってい
た。後壁と窟孔
くっこう
の西壁に、点在する
赤色の漢文題記があるが、文字は全
く判読できない。西壁には硬い物で
彫
ほ
られたと思われる、縦書きのウィ
グル文１行があった。この西壁の南
端には、１号窟の主室と相通ずる孔
があるが、これは後世に穿
うが
ったもの
のようである。後人が住居として使
用していたため、全体として窟内は
荒廃していた。 
第３号窟は、長方形の窟で第２号
窟とほぼ同じ形状となっていて、長さ５メートル余、幅４メートル、高さ約四４メートルである。
北壁の窟門はやや東に向いており、その両側には物置のような小龕
しょうがん
が鑿たれていた。 
西壁の南端に１つの小龕を見ることができ、東西壁の南端には点在した赤色の漢文題記がある。
西壁の南端には鋭利な器物によって彫られたと思われる漢文があり、「粛州中菅、官隊□奉楊□□
専□朱□□□光、馬伏龍李玉朱甫張□井要龍、康煕六十一年十月初、八日到此□□」と６行書かれ
ていた。この文によって、河西回廊の粛 州
しゅくしゅう
からやってきた軍人の、馬なる人物をはじめとする人々
が、清の康煕
こ う き
61 年（1671 年）10月８日に参観し、記念として壁面に刻字したことが分かる。なお、
窟内に壁画はなく、草
そう
泥
でい
を壁に塗り付けただけになっている。ロシア革命の時、皇帝の軍隊がこの
窟で長期間に渡って生活したので、壁には黒ずんだ多くの煙の痕跡があった。 
 第４窟は、雅尓湖千仏洞の中心窟で、左右対称の広大な長方形の従券頂と呼ばれる窟で、北東の
中部に窟戸がある。主室
の奥行きは約 18 メート
ル、幅は４メートル余、高
さは 4.5 メートルある。主
室の後方に位置する小室
の長さは約４メートル、
幅は約３メートル、高さ
は約３メートルである。
主室の奥の両側には左右
２個の対称の修行窟があ
り、高さは４メートル余
あった。１室が草泥を塗
ヤール湖千仏洞の壁画 
トルファン（吐魯番）のベゼクリク千仏洞に向かう旅人 
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り、残りの３室は土壁である。この修行窟
で生活を営み、長期間に渡って樹木を燃し
たらしく、この壁も煙の煤で黒くなってい
た。 
 第４窟は、主室にも後室にも鮮明な色彩
の壁画が残存し、文字の読めない砂漠の民
に、仏教説話を絵画化した壁画が所狭しと
描かれている。その総面積は約 110 平方メ
ートルもあり、破壊された部分をよく調査
してみると、もともとの土砂の上に草泥を
塗り、その上に白い石灰を塗って絵を画い
ていたことが分かる。主室の両側は大型の
説法図で、絵はみな上下２層、１層には 11
幅の壁画がある。上部はよく残っている
が、下部の多くは毀損している。 
この壁画の特色としては、それぞれの説
法図の中間に蓮花座に坐した仏を描き、周
囲に聴聞
ちょうもん
する菩薩や弟子たちの姿を描い
ていることである。側壁と天井部分の
相交
あいまじ
わるところには、縦
じゅう
向横幅
こうおうふく
垂帳紋
すいちょうもん
の
図案が一条美しく描写されている。窟門の
西側の内壁には６人の比丘と、長袍
ちょうほう
を身
につけた高昌王国時代のウィグル人の男
女供養人像があった。黒髪は肩にたれ下が
り、両手を合わせている。また、正面の壁
門の両側には、普賢と文殊の二菩薩が描写
され、窟門の頂部には、身体が条幅式で怪
異なる座った僧像が画かれている。 
 主室の東西と後室の壁画は、とくによく
保存されているが、一部の壁画は切り取られた跡がある。後室の正面の主菩薩像は、ただ塑像の一
仏の光背のみが残っている。この後室の東側の壁にも、２行の回鶻文の榜題
ぼうだい
がある。窟内の北東や
西側、さらに後室などを詳細に調査したところ、古い時代の壁画の上に白壁１層を塗るという２層
壁画となっていた。西側の壁画の上部には、礼仏図が描かれており、前端には雷公と霹靂
へきれき
とが描か
れ、東側の壁には菩薩像が描かれている。 
アスターナ（阿斯塔那）墓の出土品から、ヤール湖千仏
洞が穿たれた時代の婦女の姿をうかがい知ることがで
きる。 
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 門の通路の西内側には、男の供養人が描かれており、門の通路の東内側には、龍王が描かれてい
る。窟の天井、すなわち頂部には千仏が描写され、仏は両方の襟をゆったりと垂らした礼服を身に
つけ、手を出しておらず頭上に華蓋はなく、蓮花座の上に坐っている。そして一仏一仏ごとに漢文
の南無照耀仏とか南無妙花如来仏といった榜題が付けられていた。 
窟内の東側の内壁には、ウィグルの女性の供養人像が２体あった。上部の１体は頭部が毀壊し
ているが、身体には紅色の通裙
つうくん
大襦
だいじゅ
を身につけ、長い紅色の絹を身体のうしろに一条なびかせ、中
ほどで美しく花結びをしている。下部の１体の顔は良く残っており、髪を丸く結んでいるものの、
冠をつける部分は既に朽ち果てていた。背中に一条の長くて紅い絹の広帯
こうたい
をたらし、中間で花結び
をしているものの、腰より下は欠落、清
しん
王朝時代の参観者による墨書のサインが、９文字ほど見える。 
 第５号窟は、長さ約６メートル、幅約３メートル、高さ４メートル余の長方形の従券頂である。
西に偏った窟門を入ったすぐ左側、すなわち東壁の内壁に小龕が鑿たれている。窟内に壁画はな
く、草泥を塗ってあるだけだが、ただ西壁に赤色の三行の漢文題記があった。「提記為見仏聞……、
師提記耳……、任子年七月□日」と判明できる。また、４行の不用意に書いた６世紀から９世紀の
突厥
とっけつ
文題記もあったが、ほとんど読めなかった。 
 窟門に近い北部には、岩石画のように２匹の羊の絵が彫られている。門戸の東側壁上には赤色の
漢文題記が数行あり、「乙丑年十月二……到此西谷寺」の文字が読みとれる。これは当時、この窟
が交河城の西の河谷にあったところから、西谷寺と名称が付けられたことを物語っている。 
窟は長期間に及んで後の世の人が使用したらしく、いたるところに生活の痕跡があった。なお、窟
内の西側の壁の中部には、鋭利なもので鑿たれた 34 の記号からなる、突厥
とっけつ
文字の題記を見ること
ができる。また、後人の筆記による「康煕六年、大清乾隆四十五年」、すなわち 1662 年と 1781 年
のサインがあった。 
 第６号窟は、長さ約５メートル、幅約３メートル、高さ約４メートルの従券頂と呼ばれる窟であ
る。北壁の窟門は少し西に偏
かたよ
り、東壁の壁には小龕が彫られている。窟内に壁画は無いが、西壁
と東壁に赤色の漢文題記が点在している。しかし、残念なことに文字は読めない。東壁には赤色の
描線で画いた、１人の比丘の頭像を見ることができる。土壁は草泥を塗ってこねまわしてあり、正
面つきあたりの後壁のまん中には、仏像の光背の上部のみが残存していた。なおこの窟内にも、長
期的に火を使用したと思われる痕跡が見られる。 
第７号窟も従券頂と呼ばれる窟で、北壁のまん中に入口があり、奥の長さが５メートル余、幅
が 3.4 メートル、高さは約４メートルである。窟に塑像は無いが四面と門洞と天井に、草泥の上に
石灰をなめして仕上げている。その上に仏教壁画があり、総面積は約 45 平方メートルにも及んで
いる。 
千仏の形は２種類あり、１つは円領
えんりょう
通肩式
つうけんしき
の大衣を身につけ、頭上に傘のような華蓋
か が い
があるも
の、いま１つは、双領
そうりょう
下垂式
か す い し き
の天衣をつけ、頭上に菩提樹のような華蓋をつけたものとがあり、
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この２種類の千仏は、みな蓮花座の上に坐
っている。天井には一仏二菩薩を描写した
一幅の壁画が 
あり、上下両側には藤蔓が描かれて、窟戸
の内側の壁画は、緑と藍の二色を中心とした
供養人像が描かれていた。 
以上、雅尓湖千仏洞に鑿たれた７つの窟
の概要を述べてきたが、この第１号窟から
第７号窟までは、第４号窟を中心に高度な
造営技術を駆使して、建立された左右対称
の寺院であったということである。３号窟
と５号窟、２号窟と６号窟、さらに小龕の
位置までが見事な対の思想をもとに設計
されているのが特徴である。 
次に、雅尓湖千仏洞が造営された年代
はいつかという問題であるが、まず、最初に考えられることは、修行僧の衣食の充足という点から
思いを馳せれば、交河城が都市としての機能を果たしている時代に穿
うが
たれたと推断できる。それは
車師前国の時代で、即ち、441 年に北涼の残党が攻撃してくる以前と考えられる。 
またこの石窟は、石室こそ７窟と少ないものの、一つひとつの洞窟はきわめて宏大華麗である。
しかも、１号窟から７号窟まで、同時に設計され開鑿
かいさく
されており、このことは、相当の権勢を有す
る支配者でないと、造営は不可能であることを意味している。大量の顔料と画工たち、そして、長
期に及ぶ作業員の動員が必要なことなどを考えると、膨大な経済力を必要とする。これは戦乱の時
期や、国力の衰退期にできることではなく、王国の安定と隆盛期に造営されたと考えられる。 
また、壁画に描かれていた供養人の髪型や服装、題記の言語、またこの近くから出土した経典
の書写の年代を考え併せてみると、雅尓湖千仏洞の穿たれた時代は、車師前国の 327 年から 440 年
頃と推断できる。 
11 世紀前後の、高昌回鶻の時代に、朽ち果てた石窟内の絵画の上に白土を塗り、改めて仏教壁
画を描いている。例えば、四号窟を調査してみたが、壁画の下にさらにまた古い時代の壁画が現出
しているようすが確認でき、表層は 11 世紀頃のものであった。 
12、3 世紀中頃、イスラム教の本格的なトルファン流入とともに、壁画も塑像も破壊された。窟
の中の壁より、清の康煕や乾隆の年号が散見できるが、これは信仰心からの参観ではなく、単なる
清朝の国境守備隊の物見遊山の折の落書きである。訪問の年号が明記されていることにより、当時
の清王朝とトルファンとの政治的な関係を知る上で、貴重な歴史的資料といえよう。 
 
ヤール湖千仏洞の調査の帰りに出会った村人。手前の川
はヤール湖から流れてきたもので、ヤール村の農民や牧
人たちの生活水源となっている。 
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楼蘭王国の陵墓の壁画 
                                                                                            
壁画や木棺やミイラ等が出土した場所は、楼蘭故城（ＬＡ）より北東に約 24 キロ、方城（ＬＥ）
古城からさらに北東に３キロ程行ったヤルダン（風化土堆群）の古墳群の土垠遺址の中にあった。
土垠は、北緯 40 度 46 分、東経 90 度 12 分、漢の時代にあった宿駅である。遺址は南北 110 メート
ル、東西約 90 メートルの半島状の台地に位置している。ここから、前 49 年から前 18 年にかけて
の日付が確認できる木簡が 72 点発見されている。その他、五銖銭や鏃
やじり
なども数多く出土してい
る。墓室は、横が約 25 メートル、高さは約 20 メートルの丘陵の中にあった。入口は南面し、幅１
メートル、長さ７、８メートルの墓道もある。陵墓の壁画の筆致が、敦煌やトルファンや甘粛省の
嘉峪関
か よ く か ん
の漢魏墓の壁画に類似していることから、被葬者は４世紀頃の葬墓と推断できる。 
第１発見者は、ウルムチ市登山協会の趙会長を中心とするロプ・ノール探検隊である。2003 年
２月⒑日付の朝刊紙「晨報」は、発見時のようすを次のように紹介している。 
探検隊の前方を、１台の白い色をした 213 型の４輪駆動車が、猛スピードで走り去って行った。 
 
その車は「黒車」と呼ばれる、ナンバーも付いていない犯罪者がよく乗っている盗難車であった。
不審に思った探検隊員が、車の溝跡をたよりに追跡したところ、目の前に展開した光景は、ただ驚
き悲しむばかりの惨状であった。墓地の室内はひどく破壊され、大腿骨や上腕骨等が散乱してい
た。前室に５体、後室に４体のミイラがあった。死体のほとんどは、木棺を乱暴に叩き割ってこじ
開け、ミイラの身に纏
まと
っていた衣服等をはぎ取る時に、原形を保つことなくバラバラになってしま
った。 
 この、楼蘭から壁画が発見されたとのニュースは、中国だけでなく世界の歴史学者や考古学者、
そしてシルクロードに関心のある人々から注目された。ウルムチ市内にある新疆文物考古研究所
のメンバーは、日をおかずして現地を訪れ、墓室の調査を開始している。その後、中国の研究者に
よる墓室調査の中間報告、たとえば埋葬された年代とか人物についての私見が、中国と日本の新聞
で数回紹介されている。 
楼蘭は風化土堆群（ヤルダン）の中にあった。 
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 私は読売新聞の 2003 年４月 22 日付、夕刊の「文化」欄に「大量の原色壁画発見」と題して、楼
蘭王国の陵墓の壁画のすばらしさについて２枚の写真を添えて発表した。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
ところで、楼蘭の壁画まで行く道は、大きく分けて４本ある。 
 【第１ルート】 吐魯番→吐峪沟郷→魯克泌鎮→迪坎郷→悟桐溝→伊尓托什布拉克→龍城→楼
蘭古墳群→楼蘭陵墓 
【第２ルート】 敦煌→玉門関→当谷燧→馬圏湾→后坑（西湖）→都護井→湿明燧→馬迷兔→天
橋墩→楡樹泉盆地→三隴沙→風化土堆群（白龍堆）→黒梁山→方城→楼蘭陵墓 
【第３ルート】 庫尓勒→興地→営 遺趾→老井屏→古墳沟→園宝庄→楼蘭陵墓 
【第４ルート】 若矯羌→三六団場→米蘭→余純順遇難地→土垠→居盧倉→楼蘭陵墓 
この中で魯克泌鎮は漢代では柳城と言われ、唐代の貞観 14 年には柳中県が置かれるなど、古代
のシルクロードでは必ず通る町であった。『元和郡県志』をはじめ、歴代の西域文献にこの町が詳
楼蘭の地下墓から発見された彩棺の蓋と大腿骨 
楼蘭の仏塔は高さ12メートル余もあった。 
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しく紹介されている。考古学者の黄
文弼は２回とも魯克泌から南下し、
ロプ湖の北岸についている。 
私も同じく、トルファンから魯克
泌を経て楼蘭の壁画の場所まで車で
走ったが、３日半かかり、走行距離
は約 720 キロメートルであった。こ
の道は唐代にはかなり利用されたら
しく、唐の漢文文書や、貨幣の開元
通宝が出土する。道はほとんどなく、
あるところは湿地帯であったり、またあるところは峡谷の合間を縫うように走ったり、紅柳
こうりゅう
や胡楊
こ よ う
やラクダ草の繁茂する道を通ることもある。陵墓が近くなると、あたかも人間の来訪を拒絶するか
のように凸凹したヤルダンが続き、４ＷＤの専用車も動きがとれなくなることもたびたびであっ
た。 
しかし、陵墓に５キロほど近づくと、平らな道が７、８キロ続く。陵墓は北緯 40 度 39 分、東経
90 度の７分のところにあった。海抜は 721 メートル、方城の遺跡からは約２キロメートル北方に
ある。道は曲折しているので、車では約 40 分かかった。 
墓室の入口は南向きで、⒑メートルほど進むとまず前室に入る。前室は約 25 平方メートル、後
室は約 20 平方メートルで、前室の真中には法輪
ほうりん
を描いた中心柱があるが、中ほどから折れて上部
はまったく無い。柱の高さは約２メートルほどであった。 
前室の左壁、すなわち私たちが入口に入ったすぐ右の壁には、６人の人物像が色鮮やかに描かれ
ている。そのうち４体は盗人が上部から侵入した時に壁画が破壊されたため、首から上が無く、一
体は薄ぼんやりと顔のみを見ることがで
きる。もう１体は口髭、顎鬚
あごひげ
のみを見るこ
とができるが、鼻から上は破壊されてい
た。６人とも右手に横長の皿や縦長のグ
ラスのような型をしたガラスの盃を持っ
ている。髭の型は直毛で、腕の先の白い下
着の先端は折り曲げてある。右側３人の
ベルトの文様は、ペルシャ的である。左３
人は右３人と若干服装は異なるが、服装
に見られる力量感あふれる筆線は流 暢
りゅうちょう
適格
てきかく
、細緻
さ い ち
でありながら、律動感に富
み伸び伸びとした軽やかさと先進性が 楼蘭の地下墓から発見されたソグド商人の酒宴図 
砂ぼこりを巻き上げながら車は楼蘭へと進む。 
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見られる。使用された顔料は６～８色で、とくに水銀朱の赤とアフガニスタン北部産と思われる群青
色は、壁面の白色とよく調和し色鮮やかだった。 
 
 私が思うには、この墓は楼蘭の貴族のものではなく、胡商、すなわちソグト人の大金持ちでは
ないかと考えられる。この時期、ソグト人がシルクロードや中国本土に住みつき、その主たる集
落が中国に 35 前後もあったことが分かっている。おそらく壁画の６人も貿易商人の人物像であ
ったと推察される。壁画には人物だけでなく、前室西壁には、牛やラクダが天衣の筆致でリアル
に描かれている。中でも金のラクダと銀のラクダが喧嘩し、金のラクダが相手の左足に白い歯を
むき出して噛み付き、金のラクダはその痛みをこらえるかのように木材に噛み付き耐えている。
その争いを止めようとして、牧童が長い棒を銀のラクダの口の中に差し込んで、必死になって引
き離そうとしている。その様
子に、黒い牛は怒り狂って目
を見開き大暴れしている。大
胆とも思える動物咬
こう
合図
ご う ず
であ
る。画中の配置は一見ばらば
らのようであって、互いに整
然と関連しあって少しの乱れ
もない。こうした生活絵画よ
り、当時の楼蘭人の実生活
と、生死不二の死生観を垣間
見ることができる。 
なお、入口すぐ右の南壁に
は、仏陀と伎楽天と思われる絵が描かれていた。中心柱の法輪の図柄と相まって、この陵墓の主が
仏教徒であったことを推測させる。仏教王国の楼蘭城の一角に、ソグド人が集落を作って移り住ん
楼蘭にある仏塔の前でカメラに収まる筆者 
玉門関から楼蘭に続く万里の長城 
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でいるうちに、仏教の深遠さに心打たれ、信者になったであろうことは注目すべきことである。 
 
よみがえれ パルミラの光輝 
 
シリアの世界遺産パルミラは、ダマスカスの北東約 230 キロ、シリア砂漠のほぼ中央にある。遺
跡は東西３キロメートル、南北２キロメートルの広さをもつ。前１世紀中頃から興隆しはじめヨ
ルダンのペトラ以上に栄えた。東のアケネメス朝のペルシャ帝国と、西のローマ帝国との間にあ
って、両国を相手に貿易する隊商都市として発展した。また、中国とローマを結ぶシルクロード
の商業都市として栄え、３世紀半ばに繁栄の頂点に達している。しかし、ローマ軍による破壊
と、1089 年の大地震により町はほぼ廃墟となった。 
私は、2007 年 10 月と 2008 年 11 月に、パルミラ遺跡の調査を実施した。土石累々として果てし
なく広がる規模の大きさに言葉を失った。往時のパルミラは、現在の遺跡の３倍以上あったとい
う。今まで訪ねた楼蘭やトルファンやカシュガルの町は、日干し煉瓦で作られていたのでほとんど
土に還っている。しかし、パルミラの建造物は石造り遺構であるので、長い歳月を経ても当時の有
様を彷彿とさせる。 
西暦 193 年から 211 年の間
に建てられた記念門（凱旋門）
は、中央の大門と左右の小門か
らなり、高さは約６メートル、
建造当初はアーチの上に彫像
が立っていた。西洋的な葡萄唐
草紋や、美しい東洋的な幾何学
模様などが浮彫されていた。凱
旋門をくぐり抜けると、まっす
ぐに幅 11 メートルの中心道路
が 1200 メートルにわたって続
いている。 
両脇にコリント式の 150 本の
石柱が立ち並び、その直径は９
０センチメートル、高さは１１
メートルもある。柱の途中に「持ち送り」と言われる出っ張り、台座があり、パルミラの発展に尽
くした功労者や将軍、また、貴族や大商人の彫像が乗っていた。 
記念門（凱旋門）の両側の石柱は、半分に折れて下半分だけ残って
いるもの、完全にまだ残されているもの、そして全く消滅してしま
ったものに分けられる。石材の多くはエジプトから運んできたもの
で、近郊の山岳から切り出した石材も若干見ることができる。石柱
の台座（持ち送り）の上に載っていた人物像は、１体も残っていな
かった。 
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 また、石柱には、顕彰の言葉がギリシャ語
とパルミラ語で刻まれている。中心道路をさ
らに進むと、左手にナボー神殿や円形劇場が
あり、右手に公衆浴場がある。やがて、高く
そびえる四面門を見ることができた。 
四面門は町の中央にあり、東西南北からパル
ミラにやってくる隊商を迎え、入国手続きをと
る窓口となっていた。高さは約６メートル、台
座の一辺の長さは 4.3 メートル、赤色の花崗岩
で造られ、頂上に石像があったが、今は破壊さ
れて台座だけになっている。 
四面門を経て、西暦 32 年に創建されたベー
ル神殿の本殿を調べた。バビロニア人の神であ
るベールと月の神、太陽の神を祀っている。本
殿の壁と柱の高さは 16 メートルもあり、柱の
上部の飾り模様などから、古代オリエントとギ
リシア・ローマの建築様式の融合を見ることが
できる。折しも、西門に足を踏み入れた時、本
殿の正面入口に倒壊した長さ約５メートル、幅
1.5 メートルほどの四角い石の柱があるのに気付いた。その下にもぐりこみ、砂の上に寝転んで柱
を見ると、幅１メートル、長さ３メートルほどにわたって彩色の浮彫があった。それは、翼をもっ
ベール神殿本殿の壁面と石柱（円柱）の高さは約 16
メートル。2015 年、イスラム教過激派組織「イスラ
ム国」（IS）に爆破され、ほとんど無くなってしまっ
た。 
パルミラの入口にある記念門（凱旋門）は、ローマ軍による破壊、大地
震、そしてイスラム教過激派組織「イスラム国」（IS）の爆破によって主要
な部分は無残にも瓦礫の山と化した。 
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た少年が、今まさに天馬に
乗り移ろうとする姿で、そ
の躍動感に満ちた作品に
心打たれ、寝て上を向いた
まま何度もシャッターを
切った。 
中国の内モンゴルのカ
ラホト（黒水城）や新疆ウ
ィグル自治区のミーラン
（米蘭）で、同じく人身に
翼のある塑像や絵画を見
たことがあるので、写真
を撮りつつパルミラと中
国との交流を垣間見る思いがした。 
その他、旧市街からは高さ 150 メートルの丘陵にそびえるアラブ砦を遠く望むことができる。
私が訪問した夜の砦に、おぼろ月が浮かんでいた。古代パルミラ人も同じように月を眺めては町の
繁栄を満喫していたかと思うと、言い知れぬ感懐が込み上げてきた。まさにパルミラは時間と空間
を超えて、世界の人々に美の光彩を与え続ける世界遺産であるといえよう。 
パルミラ博物館も見学した。そこには漢代の絹織物が展示されていた。楼蘭出土のシルクや、ロ
ーマを訪れた時に見た絹織物と同様のものであった。隊商都市パルミラは、2000 年も前から長安
とローマをつなぐ架橋の
役割を果たしていたので
ある。２世紀に入るとロ
ーマは、パルミラに通行
交易税の徴収など、広範
囲な自治権を与えた。し
かし、西暦 267 年、パルミ
ラの首長オダイナトが暗
殺されると、妻のゼノビ
アは実子を王位に就け、
自らは摂政として全権を
掌握、実質的な女王として、
トルコからエジプトにわ
たる広大な地域を手中におさめた。エジプトに駐留するローマ軍も打ち破った。そのため、ローマ
皇帝のアウレリアヌスは、西アジアの利権を失う危惧を察知し、大軍を率いてパルミラを攻撃し
12 世紀のアイユーブ朝の時代、十字軍の遠征に備えて造られたアラブ砦に
浮かぶおぼろ月。 
ベール神殿本殿の入口と内陣（西側）。ベール神殿は、もともとバビロニア
人の大地の神であるベールに捧げられたもので、境内は約 12 メートルの高
さの壁に囲まれていた。 
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た。272 年ついに、ゼノビアは敗北
し捕らえられ、町は破壊された。
「一国は一人によって興り、一人
によって滅ぶ」と言われるように、
流沙に咲いた輝ける王国も、一人の
女性の限りなき欲望によって終焉
を迎え長い眠りについたのである。 
ところで、パルミラの町の起源
は古く、前 19 世紀から早くも集落
ができていた。伝説によれば、ヘブ
ライ王国のソロモン王によって建
設されたという。実に長い年月に
わたり営々と築き上げてきた都市
であった。紀元前１世紀から３世紀まで、シルクロードの交易都市として栄え、ペルシャとギリシ
ャと東洋の文化が、ダイナミックに交流した歴史舞台であった。民族や言語や宗教が違っていて
も、住民はパルミラを愛し、石柱に刻まれたギリシャ語とパルミラ語の碑文、石柱の台座の彫像の
生き生きとした姿は、この地がロマンあふれる平和なオアシスであったことを示している。 
このたびの IS による大破壊によって、文化や文明は歳月を積み重ねれば重ねるほど、発展すると
は限らないことを、奇しくもパルミラの遺跡は証明している。 
2015 年８月 25 日、パルミラ遺跡の象徴的な存在であるバール・シャミン神殿を、イスラミック
パルミラの列柱道路に沈む夕陽の美しさは格別であった。自然の悠久さと人事の有限さを感じ
させる一瞬である。 
パルミラの四面門は、旅人たちが東西南北に行き交う象徴であ
り、国際性を暗示させている。石材はエジプトから運ばれた花
崗岩が使われ、天井には装飾紋様が彫られている。 
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ステート（IS）が爆破したという画像がネットで公開された。イスラム教存在以前の多神教の神殿
を、偶像崇拝だと憎悪し、さらにベール神殿も破壊された。ベール神殿は古代ローマの建築様式を
受けつぎ、列柱で囲まれた本殿などで知られる回廊遺構であった。衛星の画像を見たところ、正面
の門柱の一部を残すだけで、境内の建物は完全に破壊され土塁となっていた。その他、2000 年の
風雪に耐えてきた記念門（凱旋門）も爆破によって崩れ落ち、美しい幾何学的な彩色文様が描かれ
たアーチ型の石門はもうない。列柱の一部も被害を受けた。 
2016 年３月 28 日、イラク政府軍がイスラム国を追い払いパルミラを奪還した。しばらくして日
本のマスコミ関係者が城内に入り、最新の王城内のようすを新聞やネットで紹介していた。イスラ
ム教が禁じる偶像崇拝につながるとして破壊を繰り返し、古代遺跡の多くが瓦礫と化していた。今
でもパルミラの城内外には、約 3000 発の地雷が埋められているという。 
30 年以上パルミラ遺跡で研究し、博物館の館長も務めていたハリド・アスアド氏が、同年 8
月、イスラム国に首を切断され、その生首は遺跡の石柱に吊るされた。アサド氏は 1934 年生ま
れ、ダマスカス大学で歴史学を学び、古代パルミラ文字も解読できる世界的な学者であった。イ
スラム国が侵攻してくる直前、パルミラの神像など数百点を地方に移した。アサド氏は捕えられ
隠し場所を言うように尋問を受け続けたが、ついに口を割らず殺された。パルミラ遺跡の保存の
ために志を貫き、命を捧げた 82 歳の老学者に、心から哀悼の意を表したい。 
私は衛星画像で破壊された凱旋門やベール神殿等の無残な姿を見て、「在りし日のパルミラの
美しさを、後世に伝えることが大切である」と思い、撮影した写真の中から約 200 枚を厳選し、
2016 年８月、『パルミラの光彩』と題する写真集を雄山閣から出版した。写真があれば、遺跡を
元通りに修復するのは不可能でも、ある程度の形に復元することは可能である。破壊されたまま
保存し、後世に伝える方が良いのか、それとも復元する方が良いかについては、今後よく考えて
対処していく必要がある。 
長い歳月を乗り越えて、精神文化の華やかさを建造物に残したパルミラ。平和とは何か、人はど
う生きるべきか、文明が発展し、人類が平和で繁栄し、幸せになるためには、絶えることのない異
文化尊重と生命尊厳の思想がなければならないということを、パルミラの光芒は語りかけているよ
うである。 
 
敦煌の美と心 
 
敦煌は果てしのない大砂漠の中の小さなオアシスであるが、その名は私たちに限りない夢とロ
マンをかきたてる不思議なひびきを持っている。私は少年時代より西域の町の文化に強い興味と
郷愁を感じ、中でも流沙の都‘「敦煌」に対しては畏敬の念すら抱き、いつの日にかゴビの砂の海
を渡り、敦煌の土を踏みしめたいと願っていた。 
中国の古典に「志のある者は、事ついに成る」（東漢・光武帝）とあるが、昭和 55 年８月、長安の
鼓楼を出発し黄河上流をさかのぼり、武威（涼州）・張掖（甘州）・酒泉（粛州）といった河西回廊の
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オアシスを経て、やっと敦煌に辿り着くことができた。町には無数の仏教遺跡がいたるところに残
存し、その壮大さは言語を絶するものだった。私はあふれるばかりの歴史の重みに圧倒された。そ
して、1000 年の長きにわたって繁栄を極めたオアシス都市敦煌、その思想基盤を人間の営みと関
連させて研究したいと思った。 
敦煌は中国の西北、北緯 40 度 10 分、東経 94 度 48 分に位置し、現在の行政区画では甘粛省酒
泉区敦煌県に属している。この西域交通の咽喉の地に対し、『敦煌県志』（清・蘇履吉）は「雪山を塀
となし、青海を池となし、鳴沙をめぐらし、党河を帯となす。陽関を前にして玉門を後にし、伊西
を控えて漠北を制す」と記している。 
敦煌は春秋時代には瓜州と呼ばれ、羌戌という遊牧民族が住んでいた。次の戦国時代に入ると月
氏が実験をにぎり、祁連山脈からゴビ砂漠一帯のオアシスを支配した。しかし、人質にとっていた
冒
ぼく
頓
とつ
が逃げ去って単于
ぜ ん う
（匈奴王）となると、勢力を増し月氏を圧迫し始めた。はやくも前 176 年頃
には、楼蘭・烏孫・呼掲などの諸民族は、匈奴の支配下に置かれる。月氏はその後、さらに匈奴に
攻撃されて王は殺され、生き残ったものはウズベキスタンを経てアフガニスタンの北部に移動した。 
匈奴が史書に現れるのは、前 318 年の秦を攻撃した事件からであるが、その時はまだ北方の一
部族にすぎなかった。勢力が拡大したのは、冒頓単于が位についてからである。冒頓は東胡・月氏・
丁令といった近隣の諸族を破り、全蒙古を支配下に入れてからは、漢と対立して国境の町にたびた
び侵入した。辺境におもむいた漢の高祖は、匈奴軍 40 万に包囲され、やっとのことで脱出して都
に逃げ帰ったこともあった。以後、漢の皇帝は毎年、匈奴に献上品を贈り届けるなどして攻撃を防
ぎ、単于を兄として奉仕していた。 
 漢帝国が屈辱的な和平条件を捨てて、西域に遠征軍を派遣したのは、武帝の時代に入ってからで
ある。衛青・霍去病
かくきょへい
・李広利などの優れた人材を得て、大軍団を蒙古内部に進軍させ、匈奴に大き
な打撃を与えた。また荒涼たる流沙の彼方に漢兵を派遣し、前 111 年から前 110 年にかけて、祁連
山脈の北方のオアシスに河西四郡を設置した。漢の西域経営のための前進基地が誕生したのであ
る。撃破されて追いやられた匈奴は、その悲しみを歌に残している。 
 
      匈奴歌             
   失我焉支山         我が焉支山
え ん し ざ ん
を失う、 
   令我婦女無顔色       我が婦女をして顔色無からしむ。 
   失我祁連山         我が祁
き
連山
れんざん
を失う、 
   使我六畜不藩息       我が六畜をして藩
はん
息
そく
せざらしむ。 
                       （『古詩源』 巻四 漢詩） 
 
この作品は『十道志』にも見え、匈奴が焉支・祁連の２山を攻略され、 
 婦女が恐怖に顔色を失い牧畜もできなくなったことを詠んだものである。なお、焉支山は甘粛省
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山丹県の東南にあり、焉支は胭
えん
脂
し
に通じ、婦人の顔料の「べに」を採ることもできなくなったこと
を意味している。 
 漢の武帝の設置した敦煌は、人口 38000 余、戸数 11200 の軍事基地であった。しかし歳月の経過
とともに文化都市へと推移し、屯田兵によって水利事業も順調に行われ、農業生産も向上していっ
た。六朝から唐代にかけては「華戌の交わる所の一都会」として、深目釣鼻・緑眼深髯の胡人が、
はたまた多くの行脚僧が往来した。玉門関から楼蘭を経て、天山南路に進んで亀茲や尉頭を通り疏
勒（ 喀 什
カシュガル
）に、また陽関を出て崑崙山の北麓に沿い、米蘭や精絶を通り于闐を経てさらに西へ向
かう人々、東西文明の中継地点として敦煌は繁栄を極めていくのである。また、17 の民族が雑居
しつつも大乗仏教を中心として連帯性を保持し、共に協調して仏教文化の華を咲かせていった。 
 昭和 62 年８月、私はシルクロードの文化が中原にどのような影響を与えたのかを調査するため、
北魏の 517 年に建立された河南省の鞏
きょう
県
けん
石窟寺院を訪問した。第５窟の天井に、鮮やかに浮彫さ
れた飛天を見て驚いた。それは敦煌莫高窟の壁画に描かれている飛天と、全く同じ画法によるもの
であった。黄河を下り、はるばる 2000 キロを旅して伝えられた仏教美術に対して、言い知れぬ感
動を覚え、その流伝の道を思索した。 
 後漢の明帝の永平 10 年（67 年）、初めて公的に仏教が中国に伝えられた。以後、多くの西域僧が
敦煌を経由して長安や洛陽に入った。のち、中国人で出家する者も現れ、インドを目指して求法の
旅に出かける僧もいた。しかし西域の旅は厳しく、法顕の『仏国記』には、タクラマカン砂漠を通
過する時の様子を「上に飛ぶ鳥なく、下に走る獣なし、……ただ死人の枯骨を標識とするのみ」と記
している。 
 言うまでもなく、仏教は東北インドで誕生し各国に伝えられた。中でもシルクロードに弘教する
ほど困難なことはない。6000 メートルのパミール高原の白雪を越え、タクラマカンの熱砂を渡ら
なくてはならない。そこには確固たる信仰への情熱と、一切の名聞名利を捨て去り、我が身を法の
ためにのみ生かす強い意志が必要である。しかし、先人の苦闘により、４世紀末までには中央アジ
敦煌の鳴沙山の山頂にある唐代の仏塔 
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アの住民の８割が仏教に帰依した。特に敦煌は、民衆も支配者も一体となって大乗仏教を信奉して
おり、敦煌出土文書の１つである「張議潮変文」には、仏教の興隆したさまを次の如く詠んでいる。 
 
二月仲春色光輝    二月仲 春
ちゅうしゅん
 色光輝き、 
    万戸謌謡総展眉    万戸 謌謡
か よ う
して総て眉を展ぶ。 
    太保応時納福祐    太保（張議潮） 時に応じて福祐を納
い
れ、 
 夫人百慶無不宜    夫人 百慶 宜
せん
ならざるはなし。 
    三光昨来転精耀    三光 昨来 転
うた
た精耀
せ い き
、   
    六郡尽道似堯時    六郡 尽く道
い
う堯時
ぎょうじ
に似たりと。 
               （ペリオ文書、3500 号「張議潮頌歌」その一） 
 
その他、「張議潮変文」
では、社会秩序がよく保
たれ、戦乱の少ない様を
「頭辺 虫鳥 飛ぶ能は
ず」と歌い、さらにシルク
ロードの民族が共に兄弟
の如き親しい関係になっ
た様子を「情は願う 与
とも
に阿耶の児と作
な
るを」と
詠んでいる。当時、敦煌に
はペルシャ人・ソグド人・
突厥人・サラセン人・ロー
マ人・インド人などが住みつき、絹の中継交易に活躍していた。また敦煌に住む民衆は、仏教の法
理に深い感銘を受け、法華経・維摩詰経・涅槃経などの大乗経典を信奉し、敬虔な信仰を持続させ
ていた。そして、風光明媚な地域を選んで莫高窟はじめ楡林窟、西千仏洞など８窟を造営している。
窟には彩色の美しい仏像が安置され、文字の読めない人々のために、経典の内容を分かり易く絵解
きした壁画が、天井や壁を埋め尽くしている。そうした石窟群の中にあって、質量ともにひときわ
異彩を放っているのが、壁上の図書館・砂漠の大美術館といわれる莫高窟千仏洞である。窟には仏
教 2000 年の美の光芒を今に伝える壁画や塑像が、生命の尊厳を示唆するかの如く輝いている。 
莫高窟は今日の県城より東南に 18 キロ、鳴沙山と三危山の相迫る小さなオアシスの断崖にある。
前秦の建元２年（366）ゴビの砂漠を杖錫していた楽僔
らくそん
という僧が、たまたま鳴沙山のふもとにやっ
てきた時、前方の三危山の頂に夕陽が映え、そこに千仏の飛翔する姿を見たという。そこでこの地
を「神秀の幽厳、霊奇の浄域」と定めて第１窟を開いたと伝えている。続いて法良がこの地に至り、
敦煌郊外にある漢代の関所、玉門関 
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楽僔の窟の側にさらに１窟を造営した。伽藍の草創はこの２僧に始まるという。以下、「重修莫高
窟仏龕碑」の１節を引用する。 
 
    遥自秦建元之日    遥かに秦の建元の日より、 
    迄大周聖暦之辰    大周の聖暦の辰
とき
に迄
およ
び、 
    楽僔法良発其宗    楽僔法良その宗を発し、 
    建平東陽弘其迹    建平・東陽その迹を弘む。 
    推甲子四百他歳    甲子 四百他歳を推するに、 
    計窟室一千余龕    窟室は一千余龕を計
かぞ
う。 
 
莫高窟は５世紀から８世紀が最盛期で、唐代には 1000 余窟を数え、長さは 1610 メートルもあ
る。窟室と窟室の間は精緻な作りの桟道で直結されていた。また前庭には寺院仏閣が甍
いらか
を並べ、
それがオアシスの緑と一体になって河川に映ずるさまは、まさに塞外の江南を思わせたことであ
ろう。往古、ラクダの背に揺られ、やっとの思いで敦煌の町に辿り着いた旅人は、莫高窟の尊厳さ
に心うたれ、熱き感動を覚えたにちがいない。 
敦煌が最も興隆したのは、隋から唐にかけてであった。長安には各国からやってきた留学生や商
人が住み着き、人口 100 万をはるかに超える国際的な都市として繁栄した。同じ頃、敦煌も東西交
易の中継地点として賑わいを見せ、中国と西域の橋渡しとなり、東洋と西洋の文化交流を促進した
のである。敦煌人の生活ぶりは、出土文献中、変文の中において推測できる。『敦煌変文』（世界書
局）においては、こうした変文を 78 種収録している。これら文学作品からも、敦煌が重要な絹貿
易の市場であったことが分かる。ここでは「女人百歳篇」を引く。 
 
参拾珠頰美少年   参拾
さんじゅう
 珠頰
しゅきょう
の美少年、 
     紗窓攬鏡整花鈿   紗窓 鏡を攬
と
りて花鈿
か で ん
を整
ととの
う。 
     牡丹時節邀歌謡   牡丹の時節 歌謡を邀
もと
め、 
     撥棹乗船採璧蓮   棹
さお
を撥
おさ
めて船
ふね
に乗り
の り
 璧
へき
蓮
れん
を採る。 
                         （『敦煌掇瑣』上輯第二） 
 
六朝から唐にかけての絹製品が、敦煌を中心に、酒泉・武威・トルファン・ロプノール近辺から
大量に発見されている。いずれも漢から唐に作られたもので、「女人百歳篇」に示されるように、
薄絹が窓のカーテンにまで使用されており、この事実はもはや敦煌が流沙の彼方の辺境の町では
なく、中原の漢文化が広くゆきわたり、それが西域文化と融合して独特な国際的な香りの漂うオア
シスであったことを証明している。 
敦煌の興隆とともに莫高窟にも窟が数多く造営され、シルクロード最大の仏教都市として市内
には 17 の大寺が建立され、約 1000 人の僧尼が弘教と訳経に精励していた。その中心者の多くは、
 
シルクロードの遺跡 75 
炎熱のタクラマカン、極寒のパミールを、生命を賭けて渡ってきた先駆者だけあって、深く自己の
使命を自覚していた。ゆえに決して高坐に位置して民衆を支配するが如き態度はとらなかった。あ
くまで実践を第一とし、オアシスの民と忍耐強く対話を積み重ね、納得いくまで真心を込めて仏教
の法理を説いている。蔵原伸二郎は昭和 18 年、そのさまを詩集『暦日の鬼』の「敦煌」と題する
作品の後半で次のように歌った。 
 
その頃の仏教は新しい光明であった。 
   満月であった。 
   東洋の満月であった。 
   今の世の仏教よりずっとずっと有難いものであった。 
   貧しい人達の生命と生活を守る力があった。 
   だからあんなに美しい仏像が刻まれたのだ。 
 
こうした先人の苦闘により、敦煌は平和友好のオアシスとして栄えた。戦乱がくり広げられよう
とも、生命尊厳の思想が浸透しているので、殺戮を極力避けている。たとえば、唐末のクーデター
において吐蕃を追放した張議潮などは、夜中にドラやタイコを打ち鳴らして城内の兵士を驚嘆さ
せ、拉薩へ追い返している。その後、張氏から曹氏へと支配者が交代しても、同じく仏教を信仰し
ているので殺害はほとんど無く、共に団結し、莫高窟に敬虔な祈りを込めた名窟を穿っている。し
かし、繁栄は８世紀頃から陰
かげ
りが見え始めた。侵略でも砂漠化でもない。人口約２万人のうち、僧
尼が千人余も出現したのが原因だ。 
出家者は住民に布施や供養を要求、夜ごと役人を接待し、酒宴を繰り広げた。一方、人々の暮ら
しはといえば、古文書によると、「戸
こ
に入りて貧妻を見れば、舎
しゃ
より漏
も
れり児の啼哭
ていこく
するを」・「昼
は則ち水を飲んで餐
さん
となし、夜は寒吟
かんぎん
して暁をまてり」などとある。 
僧侶の腐敗と堕落、そして民衆への抑圧は、純朴な住民の心を仏教から離反させた。敦煌は次 
に活力を失い、やがて廃墟
はいきょ
として流沙の下に埋もれてしまったのである。 
敦煌の転機は 11 世紀にやってきた。蛮勇をもって鳴る西夏軍（党項羌族
タングート
）の騎馬が押し寄せてき
たのである。存亡の危機に直面した曹政権は、この時に大量の仏典や古文書類を、莫高窟の壁中に
隠したという。 
 以来、この窟は 1000 年もの長い間、シルクロードの夢とロマンを秘めて、荒涼たる砂の海に沈黙
し続けるのであった。 
民族の相違を仏教信仰でもって克服し、1000 年余にわたって繁栄を続けた敦煌、そして高度な
想像力と芸術をもって、仏教美学の理想を具現した莫高窟、いま敦煌は単なる歴史の町から、新し
い世紀を開く活力秘めた電源地に蘇生しようとしている。 
 
76 
 
「敦煌二十詠」全注釈 
 
敦煌では、隋から唐にかけて絢爛たる庶民文化が咲き競い、敦煌は塞外の江南、人間讃歌の歴史
舞台となった。仏教流布の先駆者たちは、壁画・仏像・音楽・文学なども使用し、忍耐強く真心こ
めて仏の教えを説いていった。その結果、六朝から唐代初期には、住民の８割までが法華経や維摩
経などの大乗仏教を信奉していたことが、出土経典の頻度数によって類推される。また、異民族が
雑居しつつも対立することなく、仏教の慈悲と寛容の精神を基盤としてよく調和し、高度な想像力
と芸術をもって、仏経美学の理想を莫高窟に具現したのである。 
しかし、唐代末になると役人と結託した僧侶の腐敗と堕落が横行し、布施の強要とあいまって住
民の心は仏教からしだいに離叛しはじめた。また、住民２万人のうち 1000 人が出家者という人口
の以上構成は、急速に敦煌経済を破壊に追いやることになる。「逃亡文書」「軍官妻帯調査答申文書」
には、遥か西方の吐魯番（トルファン）まで、
必死の思いで砂漠を渡って逃げた住民を、再
び呼び戻そうとした敦煌からの手紙も発見
されている。また、ペリオ文書 3877 号には、
敦煌でのあまりに苦しい生活のため、子ども
を売る父母の様子が記されている。こうした
出土文書は、敦煌の衰亡の最大の要因が、聖
職者の権威権力による住民への詐取であっ
たことを、歴史の証言者として史実の上で証
明している。 
莫高窟が完全に放棄されて文明の墓場と
なったのは、明の正徳 11 年（1516）のことで
ある。嘉峪関より以西に住むことを禁止した
布告により、敦煌は次第に忘れ去られ、莫高
窟の塑像も壁画も盗人の簒奪するにまかさ
れた。 
敦煌に再び世界の注目が集まったのは、清
の光緒 26 年（1900）６月 22 日、湖南省麻城
県の王円籙が、第 16 窟の甬道の北壁から大
量の古文書を発見したことによる。それは仏典、書画、儒教、道教、音楽、医学、文学など５万点
にも及ぶものであったが、これらの文物の多くは国外に流出してしまった。 
いま、ロンドンの大英図書館に 1 万数千点、パリの国立図書館に数千点、サンクトペテルブルク
のロシアアカデミー東洋学研究所に１万余点、その他、わが国の大谷探検隊やドイツ隊のものを含
めると、資料的価値の高い文物の大部分は海外にある。中国に残存するものは、北京の国家図書館
敦煌莫高窟千仏洞の大仏殿 
 
シルクロードの遺跡 77 
の１万余点と旅順博物館と敦煌研究院などに分散した若干の文書だけである。それ故に「敦煌は中
国にあれども、敦煌学は中国に無し」と評され、敦煌学の名付け親である陳寅恪は「敦煌は我が国
の学術の傷心史なり」と述べている。 
敦煌学は 20 世紀の学術界にあって、注目される学問分野の１つとなっている。初期には、胡適、
劉半農、王国維、陳寅恪、黄文弼といった碩学による研究と資料提供があり、1944 年２月、莫高
窟に敦煌芸術研究所が置かれると、常書鴻所長のもと、窟室の保護と壁画の模写が積極的になされ
ている。さらに、新中国発足後も、周恩来総理の激励のもと、展示会も数多く企画され、人類の遺
産としての価値を高めていった。 
1981 年から出版された『敦煌宝蔵』140 巻は、世界の敦煌学の研究者に大いに貢献し、1990 年
代に入るとロシア所蔵の文書も公開され、これで敦煌学の基礎資料のほとんどは完備されること
となった。 
21 世紀になって、今後、敦煌学はこうした資料の総合的な分析研究によって、飛躍的な発展を
とげると推察される。中国古代の風俗史、社会史、生活史、思想史はいうに及ばず、異民族文化交
流史の分野も開拓され、敦煌歌舞が壁画によって蘇生した如く、敦煌住民の時代ごとの日常生活の
復元も可能になるであろう。 
「沙州燉煌二十詠」は、フランスのペリオ教授が将来した文書の中にあり、『古文尚書』巻９の
残巻の背紙に書写されていた。これは拙い手蹟でもって、燕飛行・古賢集・大漠行・長門怨・国師
唐和尚百歳書・王昭君怨諸詞人連句などの後に書かれ、ペリオ第 2748 号に分類されている。 
「敦煌二十詠」の作者は、唐代末の知識人
で、何らかの理由で敦煌まで流れ来った者であ
る。「向
さき
に二紀を踰
こ
ゆ」とあるので、敦煌に流
寓して２年（または 24 年）を経過していること
が分かる。第９の「瑟瑟詠」の「世人 偏えに
此を重んじ、誰か念わん楚材の賢」や、第 18
の「相似樹詠」の「凡鳥の坐を容
ゆる
さずして、応
おう
に鸞栖
ら ん す
を俟
ま
たんと欲す」からは、自らの能力を
自負し用いられないことに対して不平を抱いて
いることが察せられる。 
 次に成立年代であるが、 
（１） 作品の中で、「燉煌」の文字に注目す
れば、敦煌の敦の文字に火偏を使用
したのは、天宝元年（742）以後である。 
（２） 「重ねて開く千仏の刹」より、ある窟
が重修された頃の作品である。天宝元 鳩摩羅什ゆかりの白馬塔 
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年以後、莫高窟が大規模に重修されたのは、唐代においては６回ある。 
 （３） 「遥かに膽
み
る廃闕
はいけつ
の下、昼夜 復
また
誰か扄
かぎ
らん」より、陽関が関所としての役目を果たし 
    ていない時代
じ だ い
の作
さく
である。 
 （４） 「更に看る 祭の処、朝夕 酒縄の如し」より、まだ敦煌においてソグド人が勢力を保    
         持していた時代である。すなわち吐蕃軍の敦煌支配以前、年代では建中２年（781）より 
         前の作品である。 
（５） 「中華の使を見ず、翩々として虜塵起る」より、漢民族の敦煌支配が危険な状態になっ
てきた時代である。 
 
 
 
上の５項目の事項を考察してみると、この作品の成立年代は、おのずと限定されてくる。その
結果、私は本作品は、大暦 11 年（775）第 148 窟、李大賓修功徳碑の建立の前後において成立し
たものと推断している。中原においては、安史の乱（755）が始まって 10 年を経過しており、ま
だ、治世ままならぬ代宗皇帝の時代である。 
 
  沙州燉煌二十詠 並序 
僕到三危    僕 三危に到り、 
向踰二紀    向
さき
に二紀を踰
こ
ゆ。 
略観図録    略
あらまし
 図録を観
み
、 
粗覧山川    粗
ほぼ
 山川を覧
み
る。 
古跡霊奇    古跡 霊奇にして、 
聊申短詠    聊
いささ
か、短詠
たんえい
を申
かさ
ね、 
以諷美名云爾  以て美名を諷
ふう
すと爾
し
か云う。 
 
僕がこの三危敦煌に地にやってきてから、さきに２年を過ぎたことである。ほぼ図録（地図）で
もって、この地方の概況をよく観ることができたし、おおよそ近い所の山や川は踏査して確かめる
敦煌の鳴沙山を進むキャラバン 
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ことができた。しかし、古跡のめずらしい所は、詳しく調査することができなかった。そこでいさ
さか短篇の詩をかさねて、名所旧跡などを詠んでみたという次第である。 
なお、「二紀を踰ゆ」の句により、この詩の作者が敦煌出身の人物でなく、「終に帰りて帝郷に遷
らん」（水精堂詠）に示されるように、再び長安に帰りたい心情を抱いていることが分かる。「誰か
念
おも
わん楚材の賢」（瑟瑟詠）に流れる作者の詩情は、不遇を甘受している長安の詩人の詠じ方と同
次元のものである。その他、「韜略」・「篆素」・「中華使」・「翠柳」などの語句を自在に駆使する者
は、流寓した中原の知識人の詩精神と同一のものである。こうした詩句の多用により、作者がもと
もと敦煌人でないことが明白になる。 
まず初めに、詩題の「沙州」という名称について見よう。敦煌を沙州と呼んだ初めての記録は、
『晋書』巻 86、張駿伝である。前涼の太元 13 年（366）に、第４代張駿は、涼州の西界を３郡に分
けた時、そこに沙州を置き敦煌郡を領したという。その後、敦煌の呼称は「瓜州」・「敦煌郡」・「西
沙州」・「敦煌」等々、時代によっていくたびか変わっている。 
敦煌の戸数や人口についても、史書は詳細に記録しており、たとえば、紀元前１世紀初めごろは、
「戸数一一二〇〇、人口三八三三五」（『漢書』地理志）となっている。以後は減少の傾向をたどって
おり、「燉煌二十詠」の詠まれた８世紀中頃は、人口２万前後のオアシスだったことが分かる。 
今日の敦煌は、この歴史の町としての敦煌から、３キロメートルほど離れている。清の雍正３年
（1725）に修築され、人口は旧敦煌より増えて、約 10 万人が住んでおり、町の周辺部は畑や果樹園
になっている。 
李広利の遠征軍の駐留時は別として、普段は４万人が限度であり、人口の変動の概略を表にすれ
ば次の如くである。 
王朝 時代 戸数 人口 典拠 
前漢 前１世紀初頃 １１，２００ ３８，３３５ 漢書 
後漢 ２世紀中頃 ７，１４８ ２９，１７０ 後漢書 
初唐 ７世紀中頃 ４，２６５ １６，２５０ 旧唐書 
盛唐 ８世紀中頃 ６，３６９ ３２，２３４ 通典 
 
 次に、敦煌の名称の主たる変遷を表にして列挙する。 
王朝 年号 西暦 事項 出典 
前漢 元鼎 ６年 前１１１ 燉煌郡を設置 『漢書』武帝本紀 
前漢 後元 元年 前 ８８ 燉煌郡を酒泉から分置 『漢書』地理志 
前涼 太 元  13
年 
３３６ 涼州の西界を３郡に分けて沙州を
置き、敦煌郡を領す 
『晋書』張駿伝 
北周 保定 ３年 ５６３ 敦煌を鳴沙県と改む 『元和郡県志』巻
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隋 ― ― 瓜州と称す 『隋書』地理志 
唐 貞観 ２年 ６２８ 敦煌郡を沙州と改む 『旧唐書』地理志 
唐 貞観 ５年 ６３１ 瓜州と沙州が分離され、敦煌に西
沙州を置く 
『旧唐書』地理志 
唐 貞観 ７年 ６３３ 沙州となる 『旧唐書』地理志 
唐 天宝 元年 ７４２ 燉煌郡と改名す 『旧唐書』地理志 
唐 乾元 元年 ７５８ 沙州と称す 『旧唐書』地理志 
 
 次に「敦煌二十詠」の全文を、スタインとペリオの手写本で見てみよう。 
 
 三危山詠 
     三危鎮郡望    三危 郡望を鎮
しず
め、 
     岫崿凌穹蒼    岫崿
しゅうがく
 穹
きゅう
蒼
そう
を凌ぐ。 
     万古不毛髪    万古 毛髪ならずして、 
     四時含雪霜    四時 雪霜を含む。 
     巌連九朧嶮    巌は連ぬ九朧の嶮、 
     地竄三苗郷    地は竄
かく
す三苗の郷。 
     風雨暗渓谷    風雨 渓谷暗く、 
     令人心自傷    人心をして 自
おのずか
ら傷
いた
ま令
し
む。 
 
 三危山は郡中の望族たちの鎮めとなっていて、洞穴や崖の高さは大空の高さをしのぐほどで
ある。大昔から毛髪ほどの草も生えないで、一年中、雪や霜をいだいている。岩山は九つの断崖
の嶮しさを連ねており、地のりは三苗の種族よりかくれ、異民族の侵入をうけにくい地形であ
る。風雨が渓谷に暗く吹き付けると、人の心をして自ずから傷ましめることだ。 
 詩題は、近傍の三危山の空高く雪をいだいて聳えるさまを詠み、それは見る人の心に畏敬の
念をおこさせるという。山が人々に尊敬されたりすることは、中国では五嶽などの名称と共に
多く、一方、山の近くに住む者は、山を心の支えとし山に守護されていると思っていることが
多い。 
なお、三危山については『法苑珠林』巻 13 に、「今、沙州東南三十里。三危山は崖高二里」
云々とあり、また「三峯峻絶、危うく堕ちんとするが如く、よって『三危』の名あり」・「三危、
西極の山名なり」等々と、『水経』江水注、『隋書』・『旧唐書』の各地理志に出ており、鳴沙山と
ともに莫高窟創建の重要な背景となっている。この莫高窟を開くにあたって重要な役割を演じ
たのが、火成岩の突兀とした岩肌が連なる三危山である。 
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 なお、スタイン文書 2691 号の背紙の記録によれば、莫高窟は地域の信徒によって、晋の永和
９年（353）に第１窟が造営されたという。私は 1982 年９月９日に、沈む夕陽に映える三危山を
見たが、当時の伝説のままに、赤黒い山容を横たえ、あたかも、霊鷲山の如き様相を呈していた。 
 
        白竜堆詠 
     伝道神沙異   伝え道
い
う神沙の異を、 
     恆寒也自鳴    恆
こう
寒
かん
も也
また
自ら鳴る。  
     勢疑天轂動    勢は疑う天轂
てんこく
動くかと、 
     殷似地雷驚    殷として地雷の驚くに似たり。 
     風削棱還□    風は棱
りょう
を削り還□ 
     人躋刃不平    人躋
のぼ
りて刃平かならず。 
     更尋掊井処    更に掊
ほう
井
せい
の処を尋ぬるに、 
     時見白竜行    時に見る白竜の行くを。 
 
 昔から語り伝えられてい
ることは、想像を絶する砂
漠の不思議な変化である。
めぐり来る寒い時節でも砂
嵐は吹き起こり、その様子
はまるで何者かが鳴いてい
るようである。砂塵の激し
く吹き荒れるさまは、あた
かも天が動いているようで
あり、またその勢いの盛ん
なることは、地下の雷神が
驚いているさまに似てい
る。風は砂山を削り、鳴沙
山にのぼってみると、上下に動く刃を歩くようである。さらに井戸を掘った跡を尋ねると、あた
かも白竜がその井戸から抜け出して、砂漠を飛んでいるようである。 
白竜堆は敦煌から楼蘭やトルファンに行く時の、最短路にある砂漠の名称である。砂漠を歩い
て感じたことであるが、流沙を行くラクダの隊商、突然に浮き出る蜃気楼、そして夜は雨降るが
如き神秘な星空、まさに旅人の夢とロマンをかきたてるといっても過言ではない。しかし、一た
び強風が吹きすさぶと「天轂動き」、そして「地雷も驚き」、人も動物も虚空に巻き上げられてし
まう。それゆえに砂漠の民は、自然がどんなに美しい景観で魅了しようと、決して油断しないの
である。この作品には、そうした生と死の極限状態に身を置く、敦煌人の心情をみごとに描写、
莫高窟の九層の楼 
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砂漠の特徴を鋭くとらえ、重層的に歌い上げた作品といえよう。 
 
        莫高窟詠 
雪嶺干清漠     雪嶺 清漠
せいばく
を干
おか
し、 
      雲楼架碧空     雲楼 碧空に架す。 
      重開千仏刹     重ねて開く千仏の刹
せつ
、 
      旁出四天宮     旁出
ぼうしゅつ
せり四天宮。 
      瑞鳥含珠影     瑞鳥
ずいちょう
 珠影を含み、 
      霊花吐薫藂     霊花 薫藂
くんそう
を吐
は
く。 
      洗心遊勝境     心を洗いて勝境に遊び、 
      従此去塵蒙     此れ従り塵蒙を去れり。 
 
白雪輝く嶺からの雪解けの水は、河川となって清らかな砂漠に流れ入り、雲にまで届くと思われ
る楼閣が大空にかかっている。このたび千仏洞が修重造窟され、かたわらに四天宮も造られた。こ
れを祝うかのように鳳凰などのめでたい鳥が、玉を散りばめたような樹かげを飛び交い、美しい花
が奥ゆかしい香りを放っている。心を清浄にしてこの景勝の地を参詣すれば、これにより俗世間の
煩悩は消え去ってしまうかのようだ。 
 
莫高窟は、前秦の建元３年（366）に沙門楽僔が第１窟を掘ったと「重修莫高窟仏龕碑」に説明さ
れている。以後、元の至正 11 年（1351）、速来蛮西寧王が皇慶寺を重修し碑を立てるまで、約 1000
年間続く。その間に刻み穿たれた窟は、約１千余に及んでおり、そのため千仏洞と呼ばれている。 
今日、塑像や壁画があるのは、合計 492 窟で、その大部分は南方 1000 メートルに集中しており、
北方 600 メートルは画工窟となっていて、見るべきものは無い。 
 
       弐師泉詠 
    賢哉李広利    賢なる哉 李広利、 
    為将討兇奴    将と為りて兇
きょう
奴
ど
を討つ。 
    路指三危逈    路は三危を指して逈
とお
く、 
    山連万里枯    山は万里に連りて枯る。 
    抽刀刺石壁    刀を抽
ぬ
いて石壁を刺し、 
    発矢落金鳥    矢を発して金鳥を落とす。 
    志感飛泉湧    志 感じて飛泉湧き、 
    能令士馬甦    能く士馬をして甦ら令む。 
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賢人であることよ李広利は、将軍となって匈奴を討伐した。その路は三危山を指標として遠くつ
づき、山は果てしなく連なり、見わたす限り荒涼としている。伝説によれば、李広利の軍が水に渇
乏した時、将軍は佩剣を以って山の石壁を刺し、太陽を弓矢で射落としたという。その志に感じて
飛泉が湧き出で、兵卒や馬を蘇生させることができたという。 
前漢の李広利将軍の志に感じて、泉が湧き出てきたという伝説は「沙州都督府図経」に詳しく、
また、「敦煌録」には、弐師泉は沙州城の東、三里ほど離れたところにあり、李広利軍が、進軍中
に水が欠乏してきた時、将軍は山の神を祀り、腰の剣を抜いて刺したところ、そこより水が流れ出
てきたとある。昔からこの弐師泉には、こうした伝説が地域の人々に語り継がれていたことが分かる。 
なお、李広利将軍の伝については、『史記』巻 123、『漢書』巻 61 に収録されている。それによ
れば、前漢の武帝朝に活躍した武将で、太初元年（前 104）武帝より大宛国の弐師城を攻略して善
馬を取れとの命を受け、弐師将軍の号を賜った。遠征して大宛を破り、善馬を多く得た功により、
海西侯に封じられている。のち再び匈奴征伐に出たが、征和３年（前 90）敗れて匈奴に降り、単于の
ために殺された。 
敦煌の地を拠点に、李広利は２度にわたって西域遠征をしたのであるが、砂漠を旅する数万の軍
にとっては、敦煌の地はまさにこの詩に詠まれる如く、「能く士馬をして甦ら令む」重要な中継基
地であった。なお、李広利が弓矢で太陽を射落とした伝説は、「沙州都督府図経」や「敦煌録」に
見えていない。しかし、この「二十詠」によって当時の敦煌地方に、李広利将軍が太陽を射落とし
たという伝説が流布していたことが分かる。これは敦煌出土の地志の欠落を補う上に、大きな意義
を有しているといえよう。 
      渥洼
あ く わ
池
ち
天馬詠 
    渥洼為小海    渥洼 小海と為り、 
    伊昔献龍媒    伊
これ
昔
むかし
 龍媒を献ず。 
    花裏牽糸去    花裏 糸を牽
ひ
きて去り、 
    雲間曳練来    雲間 練を曳
ひ
きて来る。 
    騰驤走天闕    騰驤
とうじょう
して天闕に走り、 
    滅没下章台    滅没して章台に下る。 
    一入重泉底    一たび重泉の底に入れば、 
    千金市不還    千金もて市
あがな
うも還らず。 
 
ここ渥洼池は小さな海のようであり、むかしこの池の中から天馬（駿馬）が現れ、武帝に献上さ
れたという。この馬は春の花咲ける時に、絹のうす衣をひいて飛び去ったかと思うと、雲間に見え
隠れしながら、白くてつやのある練絹を、ひらひらとなびかせまたやって来る。おどり上がっては
天子の宮門のかたわらを走り抜け、いつの間にか滅没して見えなくなったと思ううちに、また章台
に下り来るのである。ああ、それなのにかの天馬も、ひとたび重泉なる土中深い所にかくれ入って
しまってからは、千金の値でさがし求めても、市
まち
にかえって来ないのだ。 
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月牙泉は鳴沙山のふもとにあるオアシスで、その青く澄んだ泉は周囲４キロメートルもあり、山
に沿って三日月をしているので、この名前がつけられた。泉の付近の様を陳賡雅の『西北視察記』
は次のように記している。 
 
泉の水はおいしく、鉄背魚と七星草を産し、これを服用すると長寿を保つといわれ、泉の深さも
四十丈と伝えられている。私も泳いでみたが、水の浮力はやや弱く、泉の周囲に生い茂っている葦
も中々風致がある。月牙泉の弓型の背に当る部分は草地であるが、五六間向こうには沙山が壁のよ
うに立ち、その高さは三十余丈もあって、石山よりも峻険である。山の脊
せき
は刃のようになっていて、
人が登れば踏むにしたがってこの沙の刃は頽れるが、一晩風が吹くと、すぐにもとの刃になってし
まう。……中略……旅行者がここに来ると、時に詩興が大いに湧くとみえて、高台にはいろいろな
詩句が書きのこされている。 
「月泉一色、別有天地」という額があるかと思うと、「泉通星宿海 峰接火炎山」の聯がかけら
れ、「敦煌城南峯峙、蹊径別開林壑美、積沙成嶺勢突兀、万古風吹沙不起」という詩があり、「……
沙声一鳴四大空、衆山皆響歌大風、尋声不知何処是、人間恍惚広寒宮」という歌があって、これら
はいずれも、景にふれ情を発した作品である。 
この渥洼池天馬詠は、西域産の名馬について、その出現の伝聞、時節、場所、そして天馬の死を
惜しむ作者の心情を詠んでいる。 
紀元前 139 年、漢の武帝は宿敵匈奴を討つべく、イリ盆地の大月氏国と同盟を結ばせる使者と
して張鶱を出発させた。彼の目的は達せられなかったが、幾多の困難を経て 13 年後に長安に還り、
西域諸国の地理、民族、風俗、物産などの知り得た情報を武帝に伝えた。中でも大宛の名馬である
汗血馬について報告を受けた武帝は、その馬を手に入れるべく、大宛遠征の兵を起こすのである。
第１回目の遠征は敗退するが、第２回目の遠征において勝利を収め、李広利将軍は３千余の名馬を
ひきいて都に凱旋した。武帝の夢とロマンをかきたてた汗血馬は、こうして漢にもたらされたので
ある。この作品もそうした故事をふまえ、渥洼池すなわち月牙泉の中から天馬が出現したのだと歌って
いる。 
       陽関戍
ようかんじゅの
詠
えい
 
     万里通西域    万里 西域に通じ、 
     千秋尚有名    千秋 尚お名有り。 
     平沙迷旧路    平沙 旧路を迷わし、 
     眢井引前程    眢
わん
井
せい
 前程を引く。 
     馬□無人問    馬□人の問う無く、 
     晨鶏吏不聴    晨鶏 吏聴かず。 
     遥瞻廃闕下    遥かに瞻る廃闕の下、 
     昼夜復誰扄    昼夜 復誰か扄らん。 
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 この道はどこまでも西域に通じ、陽関の砦は千年あとにも、まだ名前を留め残すことだろう。
平らで広い砂漠は、前にあった道を消して旅人を迷わし、水枯れした井戸の跡のみが、前進の道路
を示す。馬が□いなないても、人がやって来る気配がなく、夜明けに鶏が鳴いても、役人は不在で
あるので聴くことはない。遠くにくずれ落ちた関所が見え、昼も夜も守護されておらず出入は自由
である。 
陽関は敦煌の西南 74 キロ余にある関所で、陽という人物が築いたのでこの名前が付けられたと
いう。この陽関から西へ行けば、米蘭―若羌―且末―和田―莎車―喀什へと続く。天山南路は
荒涼たる砂漠の中につづいており、漢・唐代における西域経営の最前線基地となった。王維が 
  
 
 
  
「君に勧む更に尽せ一杯の酒、西のかた陽関を出ずれば故人無からん」（送元二使安西）と歌った
のもこの関所である。この砦を出れば、その西は「紫髯緑眼の胡人」の住む異郷の地であり、漢
文化の遠く及ばない辺境である。 
 処で、この作品の詩題は「陽関という名の保塁」の意である。その陽関が「廃闕」であり、「吏
聴かず」の状態であり、かつ通行が自由であるということは、一体なにを意味しているのだろう。
この点を解明することは、本作品の成立年代を知る上で、きわめて重要なポイントと言わねばなら
ない。解明への詳述は、最終章にゆずり、陽関についての史書の記録の主たるもの３編を引用する。 
（１）『漢書』地理志「竜勒県陽関・玉門関有り。皆、都尉治む」 
（２）『元和郡県志』「陽関は玉門関の南に居るを以て、故に陽関と曰う」 
（３）『清一統志』甘粛省安西府「陽関・玉門関、党河の西に在り」 
 
         水精
すいせい
堂詠
どうのえい
 
陽関臨絶漠    陽関 絶漠に臨
のぞ
めば、 
      中有水精堂    中に水精堂有り。 
漢代の関所である陽関。玉門関の南にあるので陽関と名付けられた。また、敦煌の陽と
いう人物が造営したのでその名が付けられたとも言われている。 
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      暗碩鋪銀地    暗碩
あんせき
 銀地を鋪
し
き、 
      平沙散玉羊    平沙 玉
ぎょう
羊
よう
を散ず。 
      体明同夜月    体明らかにして夜月に同じく、 
      色浄含秋霜    色浄らかにして秋霜を含む。 
      可則弃胡塞    可則
か そ く
 胡塞に弃
す
てらるるも、 
      終帰還帝郷    終
つい
に帰りて帝郷に還らん。 
 
 陽関から砂漠を見下ろせば、その中に水精堂があった。暗い砂漠に銀色の大地を敷きならべ、平
らな砂漠には人間の善美な行為に応じて、天の降すところの、めでたいしるしがにじみ広がってい
た。私の体ははっきりと月光に浮かび、姿形は清浄そのもので節操のきびしさがにじみ出ている。
有徳の身でありながら、今は辺境の地を流浪しているが、いつの日にか長安の都に帰還したいもの
である。 
 
敦煌地方を歩いてみて分かったことであるが、想像以上に多くの古跡が残存していることであ
る。中でも水精堂の如き類の建物が数多く見られたが、これらは敦煌の民衆の仏教信仰と深く結び
ついている。また自然の厳しさと美しさが表裏一体となって、直接に生活とかかわっていた。敦煌
という土地に生きるものとして、まさに自然と人間の調和の問題は、切実なものであったに違いな
い。特に水との関係は、生と死を明確に区分するものであるので、信仰心と結びついて「敦煌二十
詠」の随所に詠まれているのである。 
なお本文の「玉羊」に関しては、「孔子曰く、水の精は玉となり、土の精は羊と為る」（『韓詩外伝』）
とあるが、水と玉、土と羊の組み合わせも興味深い詠出であり、作者の知的水準の高さを物語って
いると言えよう。 
 
      玉 女
ぎょくじょ
泉
せんの
詠
えい
 
     用人祭淫水    用人 淫水を売り、 
     黍稷信非馨    黍稷 信に馨に非ず。 
     西豹追河伯    西豹 河伯を追い、 
     蚊龍遂隠形    蚊龍 遂に形を隠す。 
     紅粧随洛浦    紅粧 洛浦に随い、 
     緑鬢逐浮萍    緑鬢 浮萍を逐う。 
     尚有銷金冶    尚お金を銷かすの冶有り、 
     何會玉女亭    何ぞ會って玉女亭のみならんや。 
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 使用人が玉女泉のあふれる水を祭っており、豊かな水のおかげで黍稷がみのり、穀物はまことに
良い香りを発散させている。玉女泉の中を見れば、西豹が河の神の河伯と追いたわむれているよう
であり、蚊龍が魔術で形を隠すように見えかくれしていて、今にもあらわれそうである。また化粧
をした美人が、洛浦の伝説のように、飛び出してくるようだし、緑鬢の美人が浮萍である人を逐う
ような赴きである。さらに金箔を散らした宝物を飾った、なまめかしい美人がいるようであり、か
つてどこの土地にこのすばらしい、玉女亭のような所があったことだろうか。 
 
 玉女泉の伝説については、「燉煌録」に次のように説明されている。 
   
  敦煌の町の西、八十五里のところに玉女泉がある。敦煌地方の人々は「この泉には大変な
悪霊が宿っている」と言う。そのため毎年、敦煌郡に住んでいる男と女の子どもを、一人ずつ
秋の収穫の祭りにあわせていけにえにしており、この祭りを実行しないと作物が実らないと
いう。父母が悲しみ苦しむものの、どうしようもないことであった。児女は自ら神のもとに
ゆけると言い聞かせ、よろこんで手をあげて泉の中に没していった。 
 神竜（705～706）の時、刺史の張孝嵩が視察に来たので、地域の人々がこの苦しみを訴えた。
張孝嵩は大変に怒り「どうして妖怪の本性が、我々、生霊を害することができようか」と述
べ、壇を泉のほとりに設けるなど準備を整えて、「どうか本性をあらわして出てきてほしい。
親しくもてなししたいと思う」と叫ぶと、神竜は一匹の竜となって水の中から出てきた。張
孝嵩が弓を射ると竜の喉にあたった。剣を抜いて首を切り落とし、朝廷に竜頭を進上した。
皇帝はめでたいことと、再三ほめあげ、竜の舌を下賜された。そして張孝嵩は「竜舌張氏」
との号を賜ったのである。 
 
敦煌地方の人々は、山河のみならず小さな泉にまで、伝説を伝え残している。このことは、敦煌
人が深く自然環境と連鎖していた証左とも言えよう。なおこうした伝説の中には、敦煌を舞台にし
た英雄を主人公としている場合が多く、また「敦煌古往、神将を出す」（燉煌曲）と言われるように、
傑出した人材を輩出している。もともと敦煌には流罪人や窮迫農民が移り住んでいた。しかし後漢
末から三国時代にかけて、中原の知識人が続々と難を避けて河西回廊にやってきた。漢王朝 400 年
の伝統文化を受け継いだ人々であった。 
 
       瑟瑟
しつしつの
詠
えい
 
     瑟瑟焦山下    瑟瑟 焦山の下、 
     悠悠採幾歳    悠悠 採ること幾歳。 
     為珠懸宝髻    珠を為
つく
りて宝
ほう
髻
けい
に懸け、 
     作璞間金鈿    璞
あらたま
を作りて金鈿
きんでん
に間せん。 
     色入青霄裏    色は青霄の裏に入り、 
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     光浮黒碩辺    光は黒碩の辺に浮かぶ。 
     世人偏重此    世人 偏に此を重んじ、 
     雑念楚材賢    誰か念
おも
わん楚材の賢。 
 
 瑟瑟と名付けられた名玉は、焦山のふもとから産出する。悠々として玉をとり続けて、幾年にな
ることだろうか。珠をつくって礼装の結髪に飾り、璞のままで金細工のかんざしにしよう。その色
は大空に中に入ったような青い色で、光沢は黒い砂と小石の中にあって、光り輝いている。世の
人々はひとえにこの玉を重んじ、誰が一体そんな宝石よりも、真の人材を得ようとしていることだ
ろうか。 
 
 瑟瑟とは、西域産の名玉として有名である。しかし、それがどこで採掘されるのか不明であった
が、この詩により焦山という敦煌近辺の山が産地であることが分かる。さらにまた、この瑟瑟の玉
は、金細工とまじって女性の装身具として用いられたことが分かり、地方志の欠落を補うのみなら
ず、当時の風俗史の研究の上からも、貴重な一面を有した作品である。敦煌地方において金が産出
することは諸文献にも明らかであるが、中でも清の乾隆・嘉慶の頃には金鉱が盛んに発掘され、鉱
夫の数は５千人にも及んでおり、そのため商店が軒を並べて立ち、町は大いに繁栄した。 
 
       李
り
廟
びょうの
詠
えい
 
     昔時与聖帝    昔時 聖帝に与
くみ
し、 
     遺廟在燉煌    遺廟 燉煌に在り。 
     叱咤雄千古    叱咤 千古に雄し、 
     英威静一方    英威 一方を静む。 
     牧童歌塚上    牧童 塚上に歌い、 
     狐兎穴墳傍    狐兎 墳傍に穴す。 
     晋史伝韜略    晋史 韜略
とうりゃく
を伝え、 
     留名播五京    留名 五京に播たり。 
 
 むかし李暠が興り、その聖帝の遺廟はこの敦煌にある。李暠が軍隊を叱咤するありさまは、遠く
後世までも雄々しくなりひびいている。その威容はこの敦煌地方を恐れ静まらせたことだ。さても
昨今はその廟も荒れ果て、牧童が塚上にのぼって何も知らずに歌をうたい、狐や兎は古墳のかたわ
らに穴を掘って住んでいる。『晋書』には、李暠の六韜三略の兵法を駆使しての戦いのありさまが
記録されるなど、その名を史書に留め五京にも知れわたっている。 
 李廟が李暠の廟であることは、『晋書』巻 87・『魏書』巻 99 の記載によって明らかである。「韜
略」は、孫子・呉子とならぶ兵法書のことであり、李暠がそれらの兵法に通じていたので詠み込ん
だのである。 
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 李暠は漢の将軍の李広の 16 世の子孫にあたり、字は玄盛、幼名を長生という。段業が涼州牧と
号したとき、李暠は沙州刺史の孟敏のもとで効穀の令となり、孟敏の没後、敦煌地方の豪族に推戴
されて太守となり、400 年には敦煌に自立して涼公と称した。そして晋昌、酒泉をも勢力下におさ
め、のち都を敦煌から酒泉に移し、甘粛省西部の独立国として勢力をのばした。417 年に没した後
は、国は衰亡に向かい子の李歆は沮渠蒙遜と戦って敗死し、421 年には李恂も敗れ敦煌は陥落し、
３代 21 年続いた西涼は滅亡する。唐代においては、その李氏の廟も狐や兎が住み、子どもたちの
遊び場になっていた。まさにこの詩は、栄枯盛衰、歳月の流転を詠嘆したところの、一個の英雄の
挽歌でもある。 
 
       貞女台詠 
     貞白誰家女    貞白 誰が家の女
むすめ
ぞ、 
     孤標坐此台    孤標 此の台に坐す。 
     青蛾随月転    青蛾 月に随って転じ、 
     紅粉向花開    紅粉 花に向って開く。 
     二八無人識    二八 人の識る無く、 
     千秋已作灰    千秋 已に灰と作る。 
     潔身終不嫁    身を潔くして終に嫁せざるは、 
     非為乏良媒    良媒の乏しきが為に非ず。 
 
 貞女の白何某は一体どこの家の女であろうか。彼女を祠ったひとつの碑が、この台上に建てられ
ている。青く美しい眉は、月のめぐりと共に美しさを増し、紅とおしろいをつけて花に向って 顔
かんばせ
を開いている。16 歳になっても人に知られることなく、今はただ千年をすぎてすでに死灰となっ
てしまった。彼女は身を潔くしてついに嫁に行かなかったが、決して良い仲人がいなかったわけで
はない。 
 
 敦煌に貞女を祠った台がある。美女でありながら独身を守り通した女性として知られていたら
しく、作者はその伝聞をもとに作詩したのである。西域には、悲劇のヒロインとしての美女が数多
く登場する。王昭君や烏孫国公主や細君は、その代表的な人物である。 
 思うに、この貞女は、長寿を全うしたのではなく、何らかの理由で若くして死んだが為に、里人
が悲しみ悼んで台を建立したのであろう。 
 敦煌は、国際的な都市として繁栄し、漢族と胡人の同化も相当進んでいた。その結果、混血の美
女も多数いたと思われ、この白姓は西域胡姓であり、姓の人数では 5 位の多さを占めるところか
ら、相当の勢力を有した一族と推察される。 
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 安城
あんじょう
祆詠
けんのえい
 
     板築安城日   板築
はんちく
 安城の日、 
     神祠与此興   神祠
し ん し
 此
これ
与
よ
り興る。 
     一州祈景祚   一州 景祚
け い そ
を祈り、 
     万類仰休徴   万類 休
きゅう
徴
ちょう
を仰ぐ。 
     蘋藻来無乏   蘋藻
ひんそう
来りて乏
とぼ
しきこと無く、 
     精霊若有憑   精霊 憑
のりうつ
ること有るが若し。 
     更看雩祭処   更に看る
み
雩祭
う さ い
の処、 
     朝夕酒如縄   朝夕 酒縄の如し。 
 
 ソグド人の城である安城が築造された日に、祅教の廟がそれを記念して建立された。敦煌の繁栄
を祈るので、みな吉兆として尊んだ。信者が野菜などを供物として持ってくるので欠乏したことが
なく、その神祠はまるで精霊がのりうつったようである。さらに雨ごいの祈念をする時には、朝夕
に関係なく酒が次から次へと供えられる。 
 
 ソグド人たちは集団で敦煌に移住し、安城という築城を伴う聚落を形成したのは６世紀初めと
推定される。古くは４世紀初め頃から、ソグド人が来住していたことは、書翰類や計帳様文書から
明らかであるが、まだ散発的移住にすぎなかった。しかし、商利にたけた彼らは、しだいに勢力を
のばし、定着していったと考えられる。 
 至徳２年（757）には、セレンが河畔に富貴城を建設し、『新唐書』回鶻伝の「往往 京師に留ま
るもの千人に至り、居貲殖産 甚だ厚し」との記事により、シルクロードにおけるソグド人の貿易
が、いかに盛んであったかが分かる。しかし敦煌においては、８世紀末、吐蕃の侵入と前後して、
ソグド人の力は減少し、建中２年（781）吐蕃軍の敦煌攻略以後は、衰微の一途を辿っている。建中
２年に回鶻の宰相である頓莫賀達于が殺したソグド人は、1000 人に及んだという。 
 敦煌の祅廟については、「沙州都督府図経」に、「祅神は敦煌の東、一里のところにあり、その廟
の中に神が画かれている。全部で二十の龕があり、その廟の周囲の長さは、一百里であるとある。
ソグド人の集落では降雨の祈祷が行われ、また酒を供える風習もあったことが、この作品によって
理解できる。 
 中国における祅教は、北魏（386～534）の時代から、在留の西域人の信仰として存在していた。
そのため長安、洛陽にも祅祠は建てられた。しかし、中国の伝統的習慣に反するものが含まれてい
たので、薩甫（薩保とも書かれる）という官を置いて、朝廷はこれを取り締まった。そして会昌５年
（845）の仏教弾圧の時、祅教も潰滅したといわれているが、実際は、長く民間の一部に潜伏し、明
代ごろまで残存していたようである。 
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         墨池詠 
     昔人精篆素    昔人 篆素
で ん そ
に精
くわ
しく、 
     尽妙許張芝    尽妙 張芝を許す。 
     草聖雄千戸    草聖 千戸に雄にして、 
     芳名冠一時    芳名 一時に冠たり。 
     舒牋行鳥跡    牋を舒べ鳥跡を行
や
り、  
     研墨染魚緇    墨を研ぎ魚緇を染む。 
     長想臨池処    長想す臨池の処、 
     興来聊詠詩    興来り聊か詩を詠ず。 
 
 昔の人は、書道についての詳しい知識をもっており、その筆致の妙なることは、張芝のようであった。
彼は書の道を極めたことにより、千年間も名前が残り、その高名は当世においても知れわたってい
た。紙箋を広げ草書体の文字を書き、墨をあまりにすったので、魚の住む池を黒色に染めたという。
いま私は池の前で長いこと物思いにふけっていたら、感興がわき起こり、すこし詩を詠んでみた。 
 張芝は後漢の酒泉の人。張奐の子で字を伯英といい、別名、張有道とも呼ばれていた。幼少の頃
より書を学び、特に草書に巧みで、当世の人々は草聖と称した。詩中「墨を研ぎ魚緇を染む」とは、
張芝が池に臨んで水面に文字を書いて学んだがために、水はそれゆえ墨のように黒くなってしま
ったという故事による。詳しくは『後漢書』巻 95 に記されている。 
 前漢の武帝の時代に河西回廊が設置され、はやくも後漢の時代に、こうして史書に名を留める文
化人が出たことは、注目すべきことであろう。これは河西四郡がもはや、単なる西域の荒涼とした
軍事基地ではなくして、中原文化の影響を強く受け、地域に根ざした高い文化を保有していたこと
を物語っている。 
 後漢末の混乱期、「中州より難を避けて来る者、日に月に相継ぎ、今、中州乱るといえども此の
方安全」（『晋書』巻 86）とあり、約１万人の知識人が河西四郡に定着し、その一部は敦煌の豪族と
して、後世に系図を伝持している。 
        半壁樹詠 
     半壁生奇木    半壁 奇木を生じ、 
     盤根到水涯    盤根 水涯に到る。 
     高柯篭宿霧    高柯 宿霧を篭
こ
め、 
     密葉隠朝霞    密葉 朝霞に隠る。 
     二月含青翠    二月 青翠を含み、 
     三秋帯紫花    三秋 紫花を帯ぶ。 
     森森神樹下    森森たる神樹の下、 
     祈賽不応賖    祈賽
き さ い
するも応賖
おうしゃ
せざらん。 
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 切り立った山の中ほどの部分より、珍しい樹木が生えており、曲がりくねった根は水際まで到っ
ている。高い枝は前夜から立ち込めている霧につつまれ、茂った葉も朝霞に隠れている。これらの
樹木は、二月になるとみどりの葉をつけ、秋には紫色の花を美しく咲かせる。こんもりと茂った神
聖な樹の下は、あまりにも荘厳なので、何か願いをかけても、神様はお聴き届けにならないだろう。 
 
 結句の「祈賽」は、願い事を祈念することである。「不応賖」は「応
まさ
に賖
おきの
るべからず」とも読め
るが、ここでは熟語ととり、「聴きとどける」の意とした。対句を多用した作品で、敦煌郊外のオ
アシスの景観を美しく描写している。 
 
       三攢
さんさん
草
そうの
詠
えい
 
     池草一攢別    池草一たび攢
あつ
まりて別れ、 
     能芳二月春    能く二月の春芳る。 
     □□□水嬾    □□ 水を□して嬾
ものう
く、 
     翠色出埿連    翠色 埿を出でて連る。 
     弄舞飡花□    弄舞 花を飡
くら
うの□、 
     潜驚触鈎鱗    潜かに驚く鈎に触るるの鱗。 
     芳菲観不厭    芳菲 観れども厭かず、 
     留与待誰人    留与して誰人をか待たん。 
 
 池の水草が一たび集まり叢
むら
がったかと思うと、見る間にすぐ別れる。今は良い芳りの流れる春二
月の頃あいである。□□、□水も水面がものうい気配で、あおい色は泥から出て美しく連なっている。
風が吹くために水草が舞い、そよ風がその咲き香る花を食べようとするかのようである。水底にか
くれ住む大魚の鱗に水草がさわるので、鈎針にふれたのではないかと驚いている。この美しい花は
いくら見ても見飽きることはない。長く咲きとどまっているが、誰かが摘んでくれるのを待ってい
るのだろうか。 
  
 三攢とは３つの水草のむらがりのことで、泥中より美しく咲き香る春の水草を、擬人法を用いて
詠んだ作品である。敦煌地方は伏流水も多く、小さいながらも随所に河川があり湖水がある。その
ため春ともなれば水草が繁茂し、その美しく咲き競うさまは、塞外の江南の如くである。 
 
        賀抜
が ば つ
台
だいの
詠
えい
   
     英雄伝賀抜    英雄 賀抜を伝え、 
     割拠住燉煌    割拠して燉煌に住す。 
     五郡徴般匠    五郡 般匠を徴
め
し、 
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     千金造□堂    千金□堂を造る。 
     綺簷安獣瓦    綺簷に獣瓦を安んじ、 
     粉壁架虹梁    粉壁に虹梁を架す。 
     峻宇称無徳    峻宇も徳無しと称し、 
     何曾有不亡    何ぞ曾つて亡びざること有らんや。 
 
 敦煌地方に賀一族は割拠して住んでいた。ある時に五郡から大匠を呼び集め、千金を投資して莫
高窟に奥深い堂を建てた。綾模様をした庇に野獣の姿をかたどった瓦をすえ、おしろいのように白
い壁の上に、虹の形のように曲がった梁をかけてある。しかし立派な高楼もいつかは朽ち果て、ま
た変わらないことがあろうか。 
 
 敦煌の豪族である賀抜を祀った台を前に、その感懐を詠んだ作品である。賀氏は敦煌に住み、権
勢をほこった西域胡商で 150 姓中、第 35 位という頻度で、しばしば敦煌文書に登場する。賀氏一
族は前述の如く、骨・支・裴・蘇。胡・白・米といった姓氏とともに、代表的な西域胡姓であるが、
こうして敦煌の地に大型の仏龕を建立したのである。六朝から唐代においては、漢族との文化的民
族的融合が進んでいたことをうかがわせる。 
 結句において「どのような立派なものでも、亡びないことがあろうか。権勢もやがて亡びる」と
詠んでいるが、栄枯盛衰的なこうした発想は、仏教的な視座であることはいうまでもない。作者の
胸中には、形あるものは必ず亡び去る、という無常観が去来していたものと思われる。 
 
        望
けい
京 門
もんをのぞむの
詠
えい
  
     郭門望京処    郭門 京を望む処、 
     楼上啓重闉    楼上 重闉
ちょういん
を啓
ひら
く。  
     水北通西域    水北 西域に通じ、 
     橋東路入秦    橋東 路
みち
秦にいる。 
     黄沙吐双□    黄沙 □双を吐き、 
     白草□三春    白草 三春□。 
     不見中華使    中華の使を見ずして、 
     翩翩起虜塵    翩々として 虜塵起る。 
 
 町はずれの門は、都をはるかに望むことのできるところである。城門に登ってみると、重なりふ
さがった道の彼方まで見える。水の流れにそって北は西域に通じており、橋の東から道路が続いて
いるが、これは秦（都）に通じている。黄沙は□を吐き、北方に生えて牛馬の飼料になる草は、春
三カ月□。それにしても中華（都）からの使者の姿は見えず、ただすばやい動きで胡人どもが、砂
ぼこりをたてて城外で馬を走らせているのが見えるばかりである。 
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 敦煌東方に位置する望京門に上って、砂漠の春景色に思いをはせた歌である。詩中「中華の使を
見ず、翩々として虜塵起る」の句によって、作者の一種の不安感を窺い見ることができる。すなわ
ち都からの使者は来ず、敦煌郊外に異民族の騎馬隊が出没している。 
 
        相似樹
そうじじゅの
詠
えい
 
     両樹夾招提    両樹 招提を 夾
さしはさ
み 
三春引影低    三春 影を引きて低し。 
葉中微有字    葉中 微かに字有り、  
     階下已成蹊    階下 已に蹊
みち
を成す。  
     含粲同脩短    粲を含んで脩短を同じくし、 
     分条徳且斉    条を分って徳
とく
且つ
か
斉
ひと
し。 
     不容凡鳥坐    凡鳥の坐を容
ゆる
さずして、 
     応欲俟鸞栖    応に鸞栖
らんせい
を俟
ま
たんと欲す。 
 
 二本の大樹が寺をはさんで繁っており、春３カ月の陽気を受けて、葉影を深々と低くおとしてい
る。よく見ると経典を書写したのか、葉の中にかすかに文字が認められる。庭にはすでに雑草が生
えており、踏みつけられて径ができあがっている。大樹はあざやかに枝をそろえており、その枝も
同じようにきちんと分かれ、徳すらひとしくしているようだ。このような木なので、凡鳥が飛んで
きて止まることは許されず、まさに鸞がやってきて住み着いてくれるのを待っているようである。 
 
 相似樹と呼ばれる木の繁れる寺の境内で、その樹木を詠んで自己の志を述べた作品である。前述
の「瑟瑟詠」において、作者は自らを「楚材の賢」に擬して不平を漏らしていた。今また流寓の我
が身を暗に鸞にたとえ、自分に相応しい君子を、探し求めているというのである。いうならば用い
られない知識人の、悲哀と孤愁がにじみ出ている作品である。 
 
        鑿壁
さくへきの
井
せいの
詠
えい
 
     嘗聞鑿壁井    嘗て聞く鑿壁の井、 
     茲水□為霊    茲の水 □も霊と為す。 
     色帯三春淥    色は帯ぶ三春の淥、 
     芳伝一□清    芳は伝ふ一□の清。 
     玄言称上善    玄言 上善を称し、 
     図録着高名    図録 高名を着く。 
     徳重勝□□    徳の重きは□□に勝り、 
     諸流両且軽    諸流 両つながら且つ軽し。 
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 かつて鑿壁の井というのを聞いていたが、いま見てみるとこの水は、もっとも霊がある如くであ
る。水の色は春３カ月の清らかさを帯びており、芳しいにおいを伝えている。『老子』には水は上
善なるものとたとえており、図録には水を高名でよび、大事なものとしている。水の徳の重いもの
は□にも勝り、諸流はこの井の水にくらべれば、軽くてくらべものにならない。 
 
 井戸水を壁に穴をあけて流し出しているさまを詠んだ詩である。春深くして緑濃きオアシスの
景観を、古典を引用しながら歌っており、作者の知的水準の高さがしのばれる。詩中「玄言 上善
を称し」とあるが、『老子』易性第８の「上善は水の如し。水善く万物を利して争わず」の一節を
ふまえており、水の不争謙下の徳性を述べている。 
 
       分流泉詠 
     地湧澄泉美    地より湧きて澄泉美なり。 
     環城本自奇    城を環
めぐ
りて本 自ら奇なり。 
     一源分異流    一源 異流に分れ、 
     両道入湯池    両道 湯池に入る。 
     □上青蘋合    □上 青蘋合し、 
     州前翠柳垂    州前 翠柳垂る。 
     況逢佳景処    況んや佳景に逢うの処、 
     従此遂忘疲    此れに従り遂に疲れを忘る。 
 
 大地の底からこんこんと湧き出てくる、その水の澄んだ泉の何と美しいことか。この町をめぐっ
て流れている川も、本より自然で奇とすべきことである。１つの源から流れている川も、いつしか
異なった流れになって分流している。２つの流れは湯池に入り、天然の湿となってそなえによい。
□の上には浮き草がたくさん重なり合い、洲の前には青々とした柳が垂れ下がっている。ましてや
清らかな流れと、この佳景を眺めては、これよりついに旅の疲れを忘れることだ。 
 
 泉が流れ出て下流で分れて、２つの流れになっているので分流泉としたものであろう。敦煌文書
によると、敦煌地方には、河川からや泉からの 10 渠の灌漑水路が、よく整備されていたことが分
かる。中には北府渠のように 35 里にも及んだ用水堀もある。こうした水を「分け以て田園に灌が
しむ」（「沙州都督図経」巻３）とあるが、これをもとに、豆・麦・菜・麻・粟などを栽培したのである。 
 「敦煌二十詠」の現代語訳の作業をすすめつつ、唐代の敦煌における宗教意識、風俗習慣が随所
に詠み込まれたことに気付いた。 
 二十詠は、大暦元年（766）から建中２年（781）までに制作されたことが推測されるが、さらに私
はペリオ文書の 2690 号、すなわち第１本に注目したい。二十詠は長安西明寺の僧であった曇曠の
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「大乗二十二問」の背紙に書写されており、このことは「大乗二十二問」が先に成立していたこと
を物語っている。曇曠は安史の乱を避けて涼州、甘州、沙州へと転居し、敦煌仏教に大きな影響を
与えた人物である。この「大乗二十二問」は、吐蕃の賛普チソン＝デツェン王からの下問に対して
答えたもので、成立は「大乗百法明門論開義決」が著された、大暦９年（774）より後であることが
判明している。 
 次に、二十詠の序文「僕到三危、向踰二紀」に注目したい。作者は中原より流れ来たった知識人
であることは、「瑟瑟詠」の「世人偏重此、誰念楚材賢」や、「相似樹詠」の「不容凡鳥坐、応欲俟
鸞栖」によって分かるが、なぜこうした文人が西陲の地、敦煌まで流れ来たったのであろうか。 
 天宝 14 年（755）の安史の乱に難を避けて、多くの文人墨客が各地に離散したことは史書に明ら
かである。作者もその一人であったと考えられ、そのまま敦煌に住み着き不遇を甘受して生き続け
ていることは、これまた作品の随所に詠出されている。安史の乱より「二十四年が経過した」と述
べることは、逆算してみると、大暦 13 年（778）以後のこととなる。二十詠の制作年代は、以上の
点をふまえて考えるに、翌年の大暦 14 年（779）から建中元年（780）のいずれかと思われる。今と
なっては決断することは難しく、私は『沙州燉煌二十詠』の成立年代は、唐の代宗の大暦 13 年（778）
から、徳宗の建中元年（780）の、３年の間に位置するとの推断をもって筆を止めたい。 
 
年 号 西 暦 事  項 
開元 ２９ ７４１  
天宝  １ ７４２ 沙州を燉煌郡に改める。 
    ２ ７４３  
    ３ ７４４  
    ４ ７４５ ウィグルが西突厥を滅ぼす。安国のクタイバの遣使に、帰
義王の号を授封。楊太真、貴妃となる。 
    ５ ７４６  
    ６ ７４７  
    ７ ７４８ 哥舒翰が吐蕃を破る。 
    ８ ７４９  
    ９ ７５０  
    10 ７５１ 敦煌のソグド人の戸数は約 300、人口は約 1400 人、高仙
芝、タラスの戦いでアラブ軍と対戦し敗北す。 
    11 ７５２  
至徳  １ ７５６ 河西の諸部族、自立せんとして乱る。玄宗、蜀に逃亡。 
    ２ ７５７ ソグド人、富貴城を建設。粛宗、長安･洛陽を回復。 
乾元  １ ７５８ 唐朝の空名度僧牒、沙州敦煌にも通達実施。 
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    ２ ７５９ 吐蕃、粛州を攻撃するも、講和の約が成立し休戦。 
上元  １ ７６０ 史思明が洛陽を占領。 
    ２ ７６１  
宝応  １ ７６２ 李白没。 
広徳  １ ７６３ 吐蕃、長安に侵入。安史の乱終結。 
    ２ ７６４ 吐蕃、邠州と奉天を攻撃す。河西節度使の楊志烈、突厥に
殺される。 
永泰  １ ７６５ 僕固・吐蕃・党項・羌・吐谷渾・回紇は大挙して入倭。 
大暦  １ ７６６ 吐蕃、霊州を攻撃す。甘州は落城。河西節度使楊休明、沙
州に移鎮。 
  ２ ７６７ 吐蕃、粛州を陥落させる。漢民族の支配は瓜沙２州のみ。 
    ３ ７６８ 吐蕃、再び霊州を攻撃。 
    ４ ７６９  
    ５ ７７０ 杜甫没。 
    ６ ７７１  
    ７ ７７２  
    ８ ７７３  
    ９ ７７４ 僧の曇曠は、敦煌にて「大乗百法明門論開宗義決」を撰述。 
  10 ７７５  
    11 ７７６ 瓜州、吐蕃のために落城。「李太賓修功徳碑」建立。 
    12 ７７７ 河西節度使周鼎、敦煌を固守。 
    13 ７７８ （安史の乱より２４年目） 
    14 ７７９  
建中  １ ７８０ 両税法を施行。均田制の崩壊。 
    ２ ７８１ 敦煌の寿昌県城、吐蕃のため落城す。（沙州の陥落は 786 年） 
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（注）「敦煌二十詠」の写本は、フランスのペリオ文書の中に５本、イギリスのスタイン文書に１本含まれて
いる。本稿ではペリオ 2983 号と、ペリオ 3870 号を底本にして書き下し文と解釈を試みた。 
   3870 号に「咸通 10 年、咸通 12 年 11 月 20 日、学生劉文端写記」との記述が認められる。本稿の注で
は全文ではなく、２本の主たる部分を紹介する。 
 
敦煌の河倉城。敦煌の町を守る兵士たちの食糧倉庫だった。 
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 (本文中の写真は筆者撮影）
